
『
董
西
廟
』
か
ら
『
西
府
記
』

|
|
曲
辞
と
構
成
の
側
面
か
ら
|
|

へ
の
継
承

土

屋

育

子
佐
賀
大
皐

l土

じ

め

本
稿
は
、
『
西
府
記
』
雑
劇
が
先
行
作
品
を
ど
の
よ
う
に
受
け
縫

い
で
い
る
か
に
つ
い
て
、
比
較
・
考
察
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
西
府
記
」
雑
劇
(
以
下
『
西
府
記
」
と
略
す
)
が

『
董
解
元
諸
宮

調
西
廟
記
』
(
以
下
「
董
西
府
」
と
略
す
)
の
影
響
下
に
成
立
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
清
時
代
の
丈
人
の
著
作
や
、
近
年
の
研
究
に

お
い
て
す
で
に
指
摘
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ

」
で
考
察
す
る
の
は
、
自
明
の
こ
と
と
の
そ
し
り
を
あ
る
い
は
受
け

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
こ
れ
ま

で
の
雨
者
の
比
較
研
究
で
は
部
分
的
な
指
摘
に
留
ま
り
、
部
分
的
な

「
董
西
府
」
か
ら
『
内
府
記
』
へ
の
継
承
(
土
屋
)

あ
る
賦
況
を
も
っ
て
作
品
全
躍
の
傾
向
と
み
な
し
す
ぎ
て
い
る
感
も

否
め
な
い
。
や
は
り
、
「
西
廟
記
」
及
び

「
董
西
廟
』

の
作
品
全
盟

を
覗
野
に
入
れ
な
が
ら
、
各
巻
・
各
折
ご
と
の
異
同
賦
況
を
踏
ま
え
、

雨
作
品
の
闘
係
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

と
い
う
の
も
、
本
論
の
結
論
を
一
部
先
取
り
す
れ
ば
、

『
西
府
記
」

lま

『
董
西
廟
』
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
お
ら
ず
、
間
早
に

『
董
西
廟
』
を
劇
化
し
た
作
品
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

『
西
廟
記
』

の
作
者
あ
る
い
は
編
纂
者
は

『
董
西
廟
』
を
十
分
に
讃

み
込
み
、
如
何
に
『
董
西
廟
』
を
利
用
し
て
雑
劇
と
し
て
再
構
成
し
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た
ら
よ
い
か
を
考
え
、
『
西
廟
記
』
を
書
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
「
西
廟
記
』
「
董
西

府
」
全
瞳
に
わ
た
る
語
句
・
表
現
の
分
布
・
使
用
状
況
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、

「
西
廟
記
』
に
お
け
る

の
影
響
を
改
め
て

『
董
西
廟
」

考
察
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
い
。

利
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
『
董
西
廟
』
は
、

『
『
董
解
元
西
府
記
諸
宮
調
』
研
究
』
(
汲
士
門
書
院
、

一
九
九
八
。
以
下

『
研
究
』
と
略
す
)
を
用
い
、
引
用
時
に
は
そ
の
通
し
番
披
に
擦
つ

た
。
例
え
ば
、
「
春
一
、
第
一
番
目
の
套
数
、
第
1
曲
」
は
、
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一
1
と
す
る
。
「
西
廟
記
』
は
、
弘
治
本
(
適
宜
、
他
の
版
本
と
の
校

勘
も
行
う
)
を
用
い
、
引
用
時
に
は
、
弘
治
本
の
折
分
け
に
準
じ
、

巻
一
第
一
折
【
賞
花
時
】
は
、

ー

ー

1

【
賞
花
時
】
と
す
る
。

関
係
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
『
董
西
府
」
『
西
廟
記
』
そ
れ
ぞ
れ

の
電
子
デ
l
タ
を
用
い
て
調
査
し
た
。
ま
た
、
王
膿
徳
『
新
校
注
古

本
西
廟
記
」
(
寓
暦
四
十
二
年
序
。
以
下
、
王
注
と
略
す
)
の
注
も
利
用

し
た
。
こ
の
王
注
は
各
折
ご
と
に
附
さ
れ
、
語
句
の
解
説
の
ほ
か
、

他
の
作
品
に
お
け
る
用
例
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

『
西
廟

記
』
が
基
づ
く
『
董
西
廟
』

の
曲
辞
に
閲
す
る
指
摘
も
附
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
封
照
表
で
は
王
注
が
指
摘
す
る

「
西
廟
記
』
と

西
府
」

の
類
似
箇
所
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
掲
げ
る
こ
と
と
し
た

(表
3

「
曲
辞
封
照
表
」
で
は
、
王
注
に
よ
る
も
の
は
行
頭
に
*
を
附
す
)

0

さ
ら
に
、
『
研
究
』
及
び
焦
循
『
劇
説
」

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
箇
所

に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
ベ

l
ジ
を
注
記
す
る
。
な
お
、
封
照
表
作

成
に
首
た
っ
て
は
、
上
記
『
研
究
』

の
ほ
か
、
王
季
思
校
注
『
西
府

記
』
(
上
海
古
籍
出
版
壮
、

一
九
七
八
)
な
ど
の
先
行
研
究
を
参
照
さ
せ

戸、、，
-ε-
、，-。

て
し

f
J
/
し

f

全
般
的
な
傾
向

ま
ず
、

「
董
西
廟
』
と

の
内
容
面
で
の
達
い
に
つ
い

「
西
廟
記
』

て
、
内
容
封
照
表
(
表
1
)
に
一
不
す
。
傍
線
部
は
異
な
る
箇
所
、

一

重
傍
線
部
は
ど
ち
ら
か
一
方
に
の
み
見
え
る
こ
と
を
表
す
。

」
れ
を
見
る
と
、
物
語
の
流
れ
は
大
筋
で
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
明

ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
部
分
が
何
箇
所
か
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
ず
冒
頭
、
通
し
番
競
1
の

「
董
西
廟
』

で
は
、
鷲
鴬
一
行

は
棺
を
守
っ
て
都
に
赴
く
途
中
で
あ
る
が
、
『
西
府
記
」

58 

で
は
、
博

『董

陵
に
向
か
う
途
中
で
普
救
土
寸
に
滞
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
通
し
香
競

9
か
ら
ロ
に
見
え
る
「
張
生
が
鷲
鷲
と
間
違
え
て
紅
娘
に
抱
き
付

く
」
場
面
か
ら
「
張
生
が
壁
を
乗
り
越
え
鷲
鷲
に
叱
責
さ
れ
る
」
場

面
に
か
け
て
順
番
が
異
な
っ
て
い
る
。
『
董
西
廟
』
巻
四
で
は
別
の

日
の
出
来
事
、

つ宇品、ハノ、

9
「
鷲
鷲
と
紅
娘
が
張
生
の
琴
を
聞
く
」

↓
ロ
前
半
「
張
生
が
間
違
っ
て
紅
娘
に
抱
き
付
く
」
↓
叩
「
翌
日
紅

娘
が
張
生
を
訪
ね
る
」
↓
日
「
張
生
と
鷲
鷲
が
手
紙
の
や
り
と
り
を

す
る
」
↓
立
後
半
「
そ
の
夜
、
張
生
が
壁
を
乗
り
越
え
て
、
鴬
鷲
に

叱
責
さ
れ
る
」
と
い
う
順
で
あ
る
の
を
、

『
西
府
記
」

で
は
、
巻



表

『
董
西
廟
」
と
『
西
廟
記
」
内
容
封
照
表

凡
例
傍
線
部
『
萱
凶
府
』
『
西
胤
記
』
以
方
で
異
な
る
筒
所

ん
に
し
か
見
え
な
い
場
出

一
一
重
傍
線
部
。

8 7 6 5 4 3 2 1 番競組し

-. -. 
尖] . - 七 . - . -

ノ、 ーハ 6 数。 五 。 五

婚許束老人夫 老夫人
杜確将軍 紙屈を 張生が 法聴が 要求すI反首軍L 

みを 法事 詩に 張生 張生 あ崖千救寺平張生つ家

がい ;がうと圭は せが

和主がす 二主のlを姿主

l止 たのが

張生が
け反局L出るは る行 。者に登

もミ
三る 軍を 撃てし 。救普寺

。わ
重救寺立 た潜す土 場 董

駆 れ

; 州蒲
説明す ば 招を
，t 
てコ i阜、に

鷺驚
の

く け
い 反首軍L 立

。見
f1本去骨

:箱わらzるを lこ
西

る 張牛む一に 。〉 そか 図立 あ。、

乱軍反
j策をう弗に 寄ちり 姿 のけ び〉 ち

に、 井張
後、娘紅 γ目見か寄り ら

献じ抗釣す 鴛鴛

魅
原H

篭篭 兄を
lま 了

借間り

をけ す
ぅ当 さ 張生と

守ソ す普救三士にと げ るるの れ
煩慾は 言葉を

じ
はす l ( 。 事を fこ し てつ

する しミ
聴i土 角1 張生

た かへ
でよ く い交 しミ 都へ心り 脚を
にう がつ や でわ と

鄭恒と に 社将 て イら曾 病す 依頼 赴を {l申Z 
く奪

ν 、口つ。 軍
彼女を
は
せ臥張生

。 i主わす

手
肯j王E 中れ

う約 るの でる
C 。

2 2 ~ 2 ~ 2 1 1 1 1 望内巻~ 5 は折
4 3 後 2 理1 4 3 2 1 。〉 山

7 6 4 3 2 1 
薮耐附括( 

;;" 5瓜

祭主選 る。 夫人老 救援が 張生が と、 反首軍L 我をも 老夫人 見を 鴛鴛 張生 恒を 張生 途中I在家

夫老人 が 張生の
つが lま 見聞が 、の

るは
駆に 確社将軍

忘ら
詩け、 紅娘と 鷺鷺 て 登場。 千救寺平 老犬人と二て

は娘紅 が孫飛!是 れる。 法事がを読す明 人来
It 

にて
謝怠を 命にじ

て〉

主聖霊
の共 i五; 心州蒲、|に 弘

る。 妹兄の 張生
けへ

酬EをE庭でに
てコ
奪わを の在滞鴬鴬

る。 手紙を 行がつ
く 1台

述、 た
普救寺を し ら

本
生張契り は ベる 張生 する 香を め

れてが あ

はを期待
し 要求 る い場登 内

。宴を た 美 。焚き 救オ寺IT. 
。る ら 府

シ結ば に た し し 見
記

ツヨせ胸を
め て しミ て夫 す

t甘 く 笹鷲
一大 回 (f) 

ク、 ß~ く
恵明

る 宿 つ
棺を じ

受けを 鴛鴛に せまら

。 。
(f) 新 を て

張生
カ玄

軍を
苛主 る 取 v、 守

使者
。
る る てコ

てはる lま ;昼
張生

と て

出鄭↑と亘
喜 It 

張生
と き

博|凌てと ん jL る iJ'ミ

行く。 い許う がろこ

で 三〉 策 も i矢
鷺鷺

出
。 七ミ イ曾 人 め 向

台、
社確 あ fこ の る の 七、

It る ち 姿
。
姿 つ

「
董
西
府
」
か
ら
『
内
府
記
』
へ
の
継
承
(
土
屋
)
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12 
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四
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五・

ノ、

14 

1五
五・
七

七

15 

第
八
十
二
冊

紅
娘
は
琴
で
鴛
鴛
の
試
を
引
く
ょ
っ
に
と
、
張
生
に
秘
策
を
授
一

け

る

。

一

一《ツ臼

l

5
一
0
0

夜
中
に
出
て
来
た
鴛
鴛
と
紅
娘
は
、
窓
の
外
で
張
生
の
琴
を
聞
く
。
〆

(

後

の

四

・

七

に

績

く

)

一

鴛
鴛
が
張
生
を
想
つ
同
様
子
を
見
か
ね
た
紅
娘
は
、
張
生
の
も
と
を
一

訪
れ
、
鷺
鷺
の
本
心
を
惇
え
る
。
張
生
の
手
紙
を
持
っ
て
、
鷺
鴛

3
1
1
(
9

の

元

へ

蹄

る

。

一

張
生
か
ら
の
手
紙
を
讃
ん
だ
鴛
鴛
は
、
ひ
ど
く
腹
を
立
て
、
紅
娘
一

を
叱
責
す
る
。
そ
し
て
、
手
紙
を
し
た
た
め
る
と
、
紅
娘
に
張
生
一

の
元
へ
持
っ
て
行
か
せ
る
。

3

1

2

m

張
生
は
、
鴬
鴬
の
詩
を
み
て
、
今
夜
」
そ
鷺
鷺
と
の
逢
瀬
が
賓
現
一

す

る

と

喜

ぶ

。

一

/
/
(
前
の
四
・
六
か
ら
績
く
)
張
生
は
誤
っ
て
紅
娘
に
抱
き
つ
く
」

間
違
い
に
気
づ
い
た
張
生
は
、
空
し
く
書
斎
に
戻
る
。
(
前
の
一

四
・
一

O
に

績

く

)

/

/

一

l

一
J

l

q

u

一一一

夜
中
、
張
生
は
鴛
鴛
に
逢
つ
た
め
に
壁
を
乗
り
越
え
る
が
、
鴛
鴛
〆
]

は
張
生
を
厳
し
く
叱
り
付
け
て
立
ち
去
る
。
張
生
は
が
っ
か
り
土

て

書

斎

に

日

比

る

。

一

張

生

は

、

鴛

鴛

と

の

逢

瀬

を

夢

に

見

る

。

一

病
に
臥
せ
る
張
生
を
、
大
師
(
普
救
寺
の
僧
)
や
紅
娘
が
見
舞
つ
。

病
気
の
張
生
を
、
夫
人
と
驚
驚
が
見
舞
つ
二
一
人
が
踊
っ
た
後
二

張
生
は
自
殺
を
園
る
が
、
や
っ
て
き
た
紅
娘
に
止
め
ら
れ
る
。
一

紅
娘
は
、
賦
鴬
品
高
か
ら
の
手
紙
を
渡
す
。
手
紙
に
は
詩
が
書
い
て
一

あ
っ
た
。
張
生
は
、
重
篤
が
今
夜
逢
引
す
る
つ
も
り
だ
と
喜
ぶ
;

紅
娘
を
連
れ
て
鴛
鴛
が
張
生
の
一
冗
を
訪
れ
る
。
一
一
人
は
思
い
を
詠
一

げ
る
。
次
の
晩
も
、
鷲
鷲
は
張
井
に
逢
い
に
や
っ
て
き
た
。

一
人
は
名
残
を
惜
し
み
つ
つ
別
れ
る
。

3
4
(
M
U
 

4

1

(
日

紅
娘
は
、
張
生
に
琴
で
鷺
鴬
の
気
を
引
く
よ
う
に
と
秘
策
を
授
け
る
。

(
諸
本
は
こ
こ
ま
で
が
第
七
駒
。
次
か
ら
第
八
齢
)
夜
中
、
鴛
鴛
ら
が

焼
香
に
現
れ
、
窓
の
外
で
張
生
の
琴
を
聞
く
が
、
慌
た
だ
し
く
蹄
っ
て

行
く
。

鴛
鴛
は
張
生
が
病
に
臥
せ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
紅
娘
に
言
い
つ
け
て
張

生
を
見
舞
わ
せ
る
。
張
生
は
鴛
鴛
へ
の
手
紙
を
し
た
た
め
、
紅
娘
に
託

す。紅
娘
が
鷲
鷺
に
張
生
の
様
子
を
語
り
、
手
紙
を
渡
す
。
鷲
鷲
は
腹
を
立

て
る
が
、
す
ぐ
に
張
生
宛
の
手
紙
を
書
く
。

紅
娘
が
ま
た
張
生
を
訪
ね
る
。
張
生
は
、
日
鴬
鴛
の
詩
を
み
て
、
今
夜
こ

そ
鴛
鴛
と
の
逢
瀬
が
賓
現
す
る
と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
す
。

鷺
鷺
と
紅
娘
が
、
夜
、
焼
香
に
出
て
く
る
。
紅
娘
が
合
園
の
鳥
の
鳴
き

ま
ね
を
す
る
と
、
張
生
は
誤
っ
て
紅
娘
に
抱
き
付
く
。

紅
娘
が
子
引
き
し
て
、
張
生
は
壁
を
乗
り
越
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
鴛
鴬

は
張
生
を
巌
し
く
叱
り
付
け
て
立
ち
去
る
。
張
生
は
が
っ
か
り
し
て
圭
口

粛
に
戻
る
。

な
し

張
生
が
重
病
だ
と
聞
き
、
夫
人
は
殴
曲
者
を
呼
ぶ
。

鴛
鴛
も
紅
娘
に
言
い
つ
け
て
薬
の
慮
方
案
を
張
生
に
届
け
さ
せ
る
。

張
生
は
庭
方
筆
(
賓
は
今
夜
逢
い
に
来
る
と
い
う
内
符
の
詩
)
を
韻
む

や
た
ち
ま
ち
元
気
に
な
り
、
今
宵
こ
そ
事
が
成
就
す
る
と
期
待
す
る
。

鷺
川
鴬
が
紅
娘
を
作
っ
て
、
張
生
の
も
と
を
訪
れ
、
二
人
は
つ
い
に
思
い

を
逐
げ
る
。
(
『
両
府
記
』
で
は
逢
瀬
は
一
回
の
み
)
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表
用数董 数の使用箇

巻

府西51 折
所

14 8 1-1 

11 8 1-2 

18 12 1-3 

10 6 1-4 

9 8 2-1 

5 5 2-2 

5 4 2-3 

7 υ 「 2-4 
「リ 4 2-5 

8 6 3-1 

8 5 3-2 

6 υ 「 3-3 

8 6 3-4 

14 10 4-1 

11 9 4-2 

16 11 4-3 

12 11 4-4 

7 6 5-1 

7 5 5-2 

2 2 5-3 

2 2 5-4 

185 138 

第
三
折
で
ひ
と
つ
な
が
り
の
場
面
に
改
愛
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

」
れ
は
、
張
生
の
二
つ
の
失
敗
を
連
ね
て
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

を
こ
の
場
面
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
、
構
成
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
通
し
番
披
H
で
は
、
『
董
西
府
」

で
は
張
生

が
自
殺
を
園
っ
て
止
め
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
が
、

「
西
廟
記
』

で
は

こ
の
場
面
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
通
し
香
旋
回

の
張
生
が
科
畢
を
受
け
に
行
く
場
面
で
は
、
『
董
西
廟
」

で
は
張
生

自
ら
申
し
出
て
い
る
の
だ
が
、
『
西
廟
記
」

で
は
鷲
鷲
の
母
で
あ
る

老
夫
人
が
鷲
鷲
と
の
結
婚
の
候
件
と
し
て
、
科
翠
に
及
第
し
役
人
に

な
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
貼
は
意
外
に
見
過
ご
さ
れ
や
す

い
が
、
老
夫
人
の
性
格
づ
け
の
遣
い
が
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
「
董
西
廟
」

の
老
夫
人
は
、
故
相
園
の
遺
言
と

し
て
す
で
に
鄭
恒
が
許
婚
で
あ
る
と
い
う
遁
義
上
、
張
生

鷲
鷲
の
結
婚
を
拒
否
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
だ
か
ら
こ
そ
張

生
自
ら
科
奉
受
験
に
赴
く
こ
と
を
申
し
出
る
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、
『
西
廟
記
』

の
老
夫
人
は
、
科
奉
及
第
と
い
う
新
た

な
係
件
を
提
示
し
て
お
り
、
む
し
ろ
二
人
の
聞
係
に
積
極
的

に
関
わ
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
末
尾
の

通
し
香
競
訟
に
は
、
「
董
西
廟
』

で
は
二
人
が
絶
望
し
て
白
殺
し
ょ

う
と
す
る
場
面
や
強
敵
の
鄭
恒
を
杜
確
が
裁
く
場
面
が
あ
る
が
、
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「
西
廟
記
』

で
は
自
殺
未
遂
の
場
面
は
無
く
、
社
確
は
車
に
謹
言
を

す
る
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
語
葉
・
表
現
の
面
か
ら
、
雨
者
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
本

稿
末
尾
の
曲
辞
封
照
表
(
表
3
)
に、

『
西
府
記
」
が

『
董
西
府
」

の
表
現
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
封
照
し
て
示
し
た
。

無
論
、
雨
者
は
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
が
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

語
葉
・
表
現
が
似
通
う
部
分
が
多
い
の
は
嘗
然
で
は
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
そ
の
よ
う
な
類
似
箇
所
も
あ
え
て
含
め
抽
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

表
は
左
側
か
ら
、
『
西
府
記
』

の
巻
・
折
お
よ
び
曲
牌
、
曲
辞
を
翠



げ
、
次
に
典
擦
と
な
っ
た

『
董
西
廟
』
の
句
を
示
し
て
い
る
。
曲
辞

封
照
表
に
基
づ
き
、
類
似
箇
所
の
数
を
調
べ
る
と
表
2
の
よ
う
に
な

る。
「
使
用
箇
所
の
数
」
は
、

「
董
西
廟
』

の
表
現
を
用
い
て
い
る

『
西
廟
記
』

で
の
数
、
「
董
西
府
引
用
数
」
は

の
表
現

『
董
西
廟
』

を
引
用
し
て
い
る
数
だ
が
、

一
つ
の
曲
に
複
数
の
引
用
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
分
け
て
項
目
を
立
て
た
。
こ

の
表
を
見
る
と
、
全
瞳
的
な
傾
向
と
し
て
、

『
西
廟
記
』
巻
一

四
の
各
折
で
は
十
箇
所
以
上
指
摘
で
き
る
一
方
で
、
巻
二
・
巻

巻
五
で
は
や
や
少
な
く
、
巻
五
第
三
折
・
第
四
折
に
至
つ
て
は
そ
れ

ぞ
れ
二
箇
所
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
に
巻
・
折
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

考
え
ら
れ
る
要
因
と
し
て
最
も
可
能
性
が
高
い
の
は
、
展
開
の
相

遣
で
あ
ろ
う
。
今
度
は
逆
に
、

「
董
西
廟
』

『
西
府
記
」
に
お
け
る
引
用
数
を
、

の
各
巻
ご
と
に
直
し
て
奉
げ
て
み
よ
う
。

『
董
西
廟
」
巻
一
・
・
お

巻
二
・
・

4

巻
一
二
・
・
日

巻
四
・
・
お

巻
五
・
・
口

巻
六

--m

巷
七
・
・

7

巻
八
・
・

3

「
董
西
府
」
か
ら
『
内
府
記
』
へ
の
継
承
(
土
屋
)

一
見
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
巻
二
・
巻
七
・
巻
八
か
ら
の
引
用
数

が
、
極
端
に
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
内
容
的
に
封
摩
す
る

折
が
、
賓
際
に
ど
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
な
の
か
と
い
う
こ
と

と
、
少
な
か
ら
ず
闘
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、

『
董
西
府
』
巻
こ
か
ら
み
て
み
よ
う
。
巻
二
は
、
反
乱
軍

が
並
日
救
寺
に
押
し
寄
せ
、
張
生
が
賊
軍
退
散
の
秘
策
を
献
じ
る
場
面

で
内
容
的
に
封
醸
す
る
の
は
、
巻
二
第
一
折

で
あ
る
。
『
西
廟
記
」

巻

(
弘
治
本
の
場
合
。
余
櫨
東
本
な
ど
で
は
第
五
駒
の
前
半
)
だ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
異
な
る
場
面
で
の
引
用
も
、
巻
二
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
な
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い
た
め
、
結
果
と
し
て
引
用
数
が
減
る
の
も
や
む
を
え
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

次
に
『
董
西
府
」
巻
七
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
張
生
が
科
奉
に
合

格
し
た
も
の
の
病
気
に
か
か
り
、
竿
年
も
の
間
騨
完
了
で
療
養
し
て
お

り
、
そ
の
す
き
に
鄭
恒
(
鴛
鴛
の
従
兄
弟
で
、
老
夫
人
の
甥
)
が
老
夫

人
(
鴛
鴛
の
母
)
に
嘘
の
注
進
を
し
て
鷲
鷲
と
の
結
婚
を
取
り
付
け

る
場
面
で
あ
る
。
『
西
府
記
』

で
内
容
的
に
封
麿
す
る
の
は
、
巻
五

第
一
折
か
ら
第
四
折
前
中
十
ま
で
で
あ
る
。
ま
ず
、
巻
五
第
一
折
・
第

二
折
に
見
え
る

「
董
西
廟
』
に
基
づ
く
曲
詐
は
、
異
な
る
場
面
か
ら
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持
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
封
麿
す
る
巻
七
か
ら
直
接
取

り
入
れ
て
い
る
箇
所
は
非
常
に
少
な
い
。
第
三
折
・
第
四
折
に
な
る

と
、
「
董
西
廟
」
か
ら
直
接
取
り
入
れ
た
曲
辞
は
極
端
に
少
な
く
な

る
。
こ
れ
は
、
内
容
的
に
雨
者
に
遣
い
が
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
折
は
、
鄭
恒
が
自
分
こ
そ
鷲
鷲
の
許
婚
に
ふ
さ
わ
し
い
と
盛
ん

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
に
封
し
、
紅
娘
は
野
暮
な
鄭
恒
を
嫌
い
、
張
生

の
色
男
ぶ
り
を
述
べ
て
言
い
返
す
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
『
董
西

廟
』
の
該
首
箇
所
に
は
、
も
と
も
と
紅
娘
が
鄭
恒
と
や
り
と
り
を
す

る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
語
り
手
が
鄭
恒
の
野
暮
ぶ
り
を
語
る
の
み

で
あ
る
。
ま
た
、
第
四
折
は
、
張
生
が
普
救
土
寸
に
戻
り
、
駆
け
つ
け

た
杜
確
が
張
生
の
潔
白
を
謹
言
し
た
の
で
、
晴
れ
て
張
生
と
鷲
鷲
は

結
婚
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
「
董
西
廟
』

で
は
巻
八
が
封
麿
し
、

こ
こ
は
借
侶
の
法
聴
が
張
生
を
慰
め
、
さ
ら
に
は
、
社
確
が
先
の
賊

軍
追
討
の
功
で
太
守
と
な
り
、
役
所
で
鄭
恒
の
一
件
を
裁
く
と
い
う

話
と
な
っ
て
お
り
、
『
西
府
記
』
と
比
べ
る
と
細
か
な
設
定
で
異
な

る
貼
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
物
語
の
展
開
が
異
な
る
た
め
に
、
『
董

西
廟
』
巻
八
か
ら
『
西
廟
記
』
に
直
接
取
り
入
れ
ら
れ
た
曲
辞
も
白

然
と
少
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
西
同
記
』
に
お
け
る

『
董
西
廟
』

の
利
用

全
瞳
に
わ
た
る
曲
辞
の
封
照
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
「
西
廟
記
』

が
『
董
西
廟
」
の
由
辞
を
車
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
巻

や
折
に
よ
っ
て
引
用
数
に
偏
り
が
あ
り
、

し
か
も
そ
れ
が
内
容
と
闘

係
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

で
は
次
に
、

『
西
廟
記
』
に
お

け
る

『
董
西
閥
』

の
利
用
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

表
3

「
『
西
廟
記
』
『
董
西
府
』
曲
辞
封
照
表
」
に
、
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『
西
府
記
』

と

『
董
西
廟
」
の
封
麿
す
る
箇
所
を
並
べ
て
示
し
て
み
た
。
封
麿
拭

況
の
パ
タ
ー
ン
は
、
便
宜
的
に
大
き
く
次
の
①
l
④
の
よ
う
に
分
類

す
る
。④③②①  

ほ
ほ
同
様
の
場
面
で
の
使
用

曲
辞
は
似
る
が
、
場
面
・
主
瞳
を
嬰
更

表
現
に
手
を
加
え
、
場
面
・
主
躍
を
費
更

定
型
表
現
・
語
句
の
み
の
使
用

全
て
を
こ
こ
に
奉
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
表
3
に
そ
れ
ぞ

れ
の
針
鷹
状
況
の
パ
タ
ー
ン
に
あ
て
は
ま
る
も
の
を
示
し
て
い
る
。



全
躍
的
な
朕
況
は
、
そ
ち
ら
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、

④
の
定
型
表
現
・
語
句
の
み
の
使
用
に
と
ど
ま
る
も
の
を
除
い
て
、

①

l
③
に
つ
い
て
代
表
的
な
具
瞳
例
を
い
く
つ
か
畢
げ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
い
。
引
用
例
は
、
先
に
「
西
府
記
」
を
奉

げ
、
次
に
基
づ
く
『
董
西
府
』

の
表
現
を
奉
げ
る
。
封
麿
箇
所
に
は
、

傍
線
・
波
線
な
ど
を
附
し
た
。

①
ほ
ほ
同
じ
場
面
で
の
使
用

例

張ぺ 由 lj 績浮索僑、1 に唱つ | 
が伏 1 

場登す せ 【一

る 蒼いる 竹結綱水上 萌油
西廟記

〕二議室
頭官は、~~唱
、水張竹|

がてぞ用一

昇長橋浮黄河寸金四・

場すつの竹 2

るな要津安ぺ 【
董

場川 ℃υ 績呉ー

i f 〉〔日 鋲と i引手J是黄津嬰河f 
西府

頭竹埼
、の(

張生綱も れこ
。

張
生
の
登
場
、
ン

l
ン
で
の
風
景
描
寓
で
あ
る
が
、

「
董
西
廟
』
が

語
り
手
に
よ
る
地
の
丈
で
あ
る
の
に
封
し
、
『
西
廟
記
」

で
は
張
生

自
身
が
唱
う
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
た
の
は
、
『
董

西
廟
』

の
風
景
描
寓
が
、
も
と
も
と
張
生
の
目
を
通
し
た
も
の
で
あ

「
董
西
府
」
か
ら
『
内
府
記
』
へ
の
継
承
(
土
屋
)

は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

る
た
め
、
張
生
自
身
が
語
る
と
い
う
形
式
に
饗
更
し
て
も
不
自
然
と

伊j
2 3
1

【
厄
庭
花
】
[
紅
唱
]
政

則
這
挽
花
賎
打
稿
児
、
元
来
他
染

霜
宅
不
勾
思
。
先
寝
下
幾
旬
寒
温

序
、
後
題
着
五
言
八
句
詩
。
.

3

1

【
青
歌
児
】
[
紅
唱
]
顛

倒
窮
鴛
驚
鴛
驚
雨
字
。

(
[
紅
娘
唱
う
]
め
で
た
き
筆
紙

を
挑
い
麿
げ
下
書
き
を
童
H

く
か
と

思
い
き
や
、
霜
な
す
筆
を
墨
で
染

め
構
想
を
練
り
も
せ
ず
。
ま
ず
は

時
候
の
あ
い
さ
つ
を
つ
づ
り
、
あ

と
に
は
八
匂
の
五
三
円
詩
を
書
き
記

す
。
:
:
:
[
紅
娘
唱
う
]
逆
さ
ま

に
鴛
鳶
の
二
文
字
を
書
き
付
け

る
o
)

〔
病
に
臥
せ
っ
た
張
生
を
、

鴛
持
活
に
言
い
つ
か
っ
た
紅
娘
が
見

舞
い
、
張
生
が
鴛
鴛
へ
の
手
紙
を

し
た
た
め
る
場
面
〕

四
・
二
二
【
隻
調
】
【
御
街
行
】

:
:
梯
拭
錦
護
一
紙
。
筆
頭
漉
落

相
思
涙
、
蓋
潟
、
心
問
事
。

O
也
不

打
草
不
勾
思
。
先
序
幾
句
俺
停
示
。

一
揮
揮
就
一
篇
詩
。
筆
翰
奥
義
之

無
二
。
須
央
和
涙
一
斉
封
了
上
面
、

顛
倒
寓
一
封
鴛
驚
字
。
(
錦
婆
の

紙
を
惜
怖
い
一
蹟
げ
る
。
筆
先
よ
り
滴

り
落
ち
る
は
慾
の
一
段
、
心
の
中
な

る
事
ど
も
を
あ
ま
す
ヲ
」
と
な
く
書

き
記
す
。

O
下
書
き
も
せ
ず
構
想

も
練
ら
ず
、
ま
ず
は
わ
が
思
い
を

訴
え
る
こ
と
数
句
。
ひ
と
た
び
筆

を
揮
う
ご
と
に
一
篇
の
詩
生
ま
れ
、

筆
使
い
は
王
義
之
に
異
な
ら
ず
。

た
ち
ま
ち
に
し
て
涙
と
も
ど
も
封

を
し
て
、
上
に
は
鴛
驚
の
二
文
字

を
さ
か
さ
ま
に
記
す
o
)

〔
様
子
を

見
に
き
た
紅
娘
に
鷲
鷲
へ
の
手
紙

65 
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を
託
そ
う
と
、
張
生
が
手
紙
を
書

く
場
面
〕

こ
の
例
で
は
、
『
西
廟
記
』
「
董
西
廟
』
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
場
面
で

あ
り
、

『
西
府
記
』
は

の
丈
言
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま

『
董
西
府
」

踏
襲
し
て
い
る
。
異
な
る
の
は
、
こ
れ
を
語
る
人
物
で
あ
る
。
『
董

西
府
』
は
地
の
丈
で
あ
り
、
語
り
手
(
(
貫
演
な
ら
ば
諸
宮
調
の
察
人
)

が
語
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
『
西
廟
記
』

で
は
、
紅
娘
が
張
生
の

様
子
を
唱
っ
て
描
寓
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
「
西
廟
記
』

が
紅
娘
に
唱
わ
せ
る
形
に
し
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

一
つ
に
は
、

そ
も
そ
も
こ
の
折
(
虫
色
三
第
一
折
)
は
、
紅
娘
が
張
生

の
元
へ
赴
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
紅
娘
が
主
た
る
唱
い
手
で
あ
る

か
ら
と
い
う
こ
と
が
大
き
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
も
う
一
つ

の
要
因
と
し
て
、
雑
劇
『
西
府
記
』
が
も
と
づ
く
『
董
西
府
」
が
語

り
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
つ
ま
り
、
語
り
も
の
の
地
の
丈
は
、
語
り
手
と
い
う
第
三
者
の

覗
知
か
ら
登
場
人
物
が
描
寓
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
を
白
然
な

形
で
雑
劇
に
取
り
こ
も
う
と
し
た
と
き
、
鷲
鷲
・
張
生
以
外
の
第

者
で
あ
る
紅
娘
の
覗
貼
か
ら
の
描
寓
と
す
る
の
が
、
最
も
都
合
が
よ

か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

伊j
3 4
3

【
端
正
好
】

[
H一
唱
碧
雲

天
、
黄
花
地
。
西
風
緊
、
北
腐
南

飛
。
暁
来
誰
染
霜
林
酔
。
線
口
止
離

人
涙
。
(
[
鷺
鷲
唱
う
]
碧
雲
の
天
、

黄
花
の
地
。
西
風
き
び
し
く
吹
き

す
さ
び
、
北
の
雁
が
南
に
飛
ぶ
。

暁
方
に
誰
が
染
め
た
か
霜
お
く
林

の
酔
い
し
色
、
す
べ
て
こ
れ
別
る

る
人
の
涙
0
)

4

3

【
要
該
児
】
[
旦
唱
]

未
飲
心
先
酔
。
眼
中
流
血
、
心
内

成
灰
o

(

[

鴛
鴛
唱
う
]
飲
ま
ぬ
さ

き
か
ら
心
は
酔
っ
た
よ
う
。
眼
に

は
血
の
涙
が
あ
ふ
れ
、
心
の
中
は

灰
と
化
す
o
)

〔
上
京
す
る
張
生
を

鴛
持
活
ら
が
見
迭
る
場
面
〕

六
・
一
四
2
【
尾
】
莫
道
男
児
心

如
銭
。
君
不
見
浦
川
紅
葉
。
霊
是

離
人
眼
中
血
。
(
男
子
の
心
は
銭

の
如
し
と
二
一
円
い
た
も
う
な
。
君
見

ず
や
一
面
の
紅
葉
、
こ
と
ご
と
く

別
れ
行
く
人
の
眼
中
の
血
な
る

を
。
)

六
・
一
七

1

【
大
石
訓
】
【
葉
山

渓
】
廟
観
者
、
綱
相
無
言
、
未
飲
、
心

先
醇
0

(

見
つ
め
合
、
つ
も
言
葉
無

く
、
飲
む
よ
り
先
に
心
は
は
や
酔

い
し
れ
る
よ
〔
科
翠
受
験
の
た
め

上
京
す
る
張
生
を
、
川
鴬
鴬
ら
が
見

送
る
場
面
〕
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が
見
迭
る
場
面
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
科
奉
の
受
験
の
た
め
に
上
京
す
る
張
生
を
、
鷲
鷲
ら

『
董
西
府
』
の
「
君
不
見
漏
川
紅
葉
。
童
是
離
人
眼
中
血
」
は
、



蘇
載
の
【
水
龍
吟
】
詞
「
細
看
来
、
不
日
疋
楊
花
貼
知
、
日
疋
離
人
涙

(
細
か
に
見
れ
ば
、
小
さ
な
一
枚
一
枚
の
楊
花
〔
水
面
に
落
ち
た
柳
紫
〕
で

は
な
く
、
別
れ
る
人
の
涙
)
」
(
な
お
、
【
水
龍
吟
】
末
尾
の
句
形
に
は
異
説

が
あ
り
、
「
細
看
来
不
日
記
楊
花
、
貼
新
H

足
、
離
人
涙
」
、
「
細
看
米
不
是
、
楊

花
黙
貼
、
是
離
人
涙
」
な
ど
が
言
わ
れ
て
い
る
)
を
踏
ま
え
る
と
言
わ
れ

②
 

て
い
る
。
こ
れ
を

「
西
廟
記
』

で
は
、
【
端
正
好
】
「
線
是
離
人
涙

(
す
べ
て
こ
れ
別
る
る
人
の
涙
)
」
と
し
て
お
り
、
あ
た
か
も
『
董
西

届
』
の
表
現
が
、
典
擦
で
あ
る
蘇
載
の
句
に
戻
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
、
後
の
【
要
抜
見
】
に
「
眼
中
流
血
」
と
い
う

句
が
あ
り
、
こ
こ
で

『
董
西
閥
』
の
「
墨
田
疋
離
人
眼
中
血
」
を
利
用

し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
蘇
載
の
【
水
龍
吟
】
詞
に
は
典
撮
が
あ
る
。
南
宋
の

③
 

「
艇
薪
詩
話
』
は
、
「
東
坂
和
章
質
夫
「
楊
花
」
詞
云

人
曾
季
粧
の

グ
細
看
来
不
是
楊
花
、
貼
貼
是
離
人
涙
九
即
唐
人
詩
云

ν
時

人
有
酒
没
一
張
八
、
惟
我
無
酒
迭
張
八
。
君
有
阿
上
梅
花
紅
、
蓋
是
離

人
眼
中
血
。
。
皆
奪
胎
換
骨
手
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
唐
人
の
名
は

不
明
で
、
他
に
同
様
の
記
事
が
あ
る
の
か
も
不
明
だ
が
、

『
艇
粛
詩

話
』
の
説
が
正
し
け
れ
ば
、
典
擦
と
な
っ
た
詩
詞
と

「
董
西
廟
』

「
董
西
府
」
か
ら
『
内
府
記
』
へ
の
継
承
(
土
屋
)

句
お
よ
び

『
西
府
記
』
の
句
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と

が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、

「
董
西
廟
』

の
「
君
不
見
漏
川
紅
葉
。
蓋

是
離
人
眼
中
血
」
は
、
蘇
戟
【
水
龍
吟
】
詞
を
意
識
し
つ
つ
、
唐
人

詩
「
君
有
陪
上
梅
花
紅
、
差
是
離
人
眼
中
血
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
そ
し
て

『
西
府
記
』
は
、
唐
人
詩
を
典
擦
と
す
る
蘇
戟
詞
に
基

づ
い
て

「
董
西
廟
』

の
句
を
「
是
離
人
涙
」
と
改
め
、

さ
ら
に
後
の

【
要
該
児
】
で
「
眼
中
流
血
」
の
句
を
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
な
お
、
【
要
該
児
】
で
は
、
第
一
句
「
淋
病
襟
袖
暗
紅
泊
」

と
す
で
に
「
紅
泊
」
が
使
わ
れ
、
第
八
句
「
眼
中
流
血
」
と
類
似
す

67 

る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
【
要
該
見
】
第
八
句
・
第
九
句

「
眼
中
流
血
、
心
内
成
灰
」
は
、
「
煙
花
録
』
を
典
故
と
す
る
表
現

④
 

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
【
端
正
好
】
で
「
離
人
涙
」
と

改
め
ら
れ
た
の
に
は
、
幾
つ
か
の
要
因
が
重
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。『
西
廟
記
」
が
試
み
た
こ
の
方
法
が
成
功
し
て
い
る
か
否
か
は
ひ

と
ま
ず
お
く
と
し
て
、
唐
人
詩
、
蘇
戟
詞
、
『
董
西
廟
」

の
匂
を
闘

連
さ
せ
つ
つ
、
あ
え
て
前
半
と
後
竿
に
分
け
て
配
置
し
た
可
能
性
は

の

十
分
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
客
ま
た
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は
讃
者
の
意
表
を
突
こ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
【
要
該
見
】
は
、
張
生
が
唱
う
と
す
る
も
の
と
、
鷲
鷲
が

唱
う
と
す
る
も
の
の
雨
方
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
張
生
が
唱
う
の
で

あ
れ
ば
、
先
に
鷲
鷲
が
唱
う
「
線
是
離
人
涙
」
を
、
後
か
ら
張
生
が

「
眼
中
流
血
」
と
補
う
形
に
な
り
、
趣
向
と
し
て
は
お
も
し
ろ
い
。

な
お
、
弘
治
本
で
は
、
張
生
が
唱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
翠
げ
た
例

1
l
3
の
ほ
か
、
同
様
の
場
面
で
同
じ
丈
句
を
使

用
し
て
い
る
例
と
し
て
は
、
張
生
と
鷲
鴛
が
や
り
と
り
す
る
詩
句
が

奉
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
詩
の
陸
酬
は
、
物
語
の
重
要
な
要
素
で
あ

り
、
展
開
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
手
を
加
え
た
り
使
用
す
る
場

所
を
饗
更
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

例
4 ②
曲
辞
は
似
る
が
、
場
面
・
主
瞳
を
費
更

1

1

【
ゑ
】
[
旦
唱
]
門
掩
重

関
斎
寺
中
。
花
落
水
流
紅
。
(
[
鴛

鴛
唱
う
]
門
が
幾
重
に
も
閉
ざ
す

寺
の
う
ち
、
落
花
に
水
の
流
れ
は

く
れ
な
い
に
染
む
o
)

口
同
頭
、
笹
勾

一
・
一
四
2
詩
一
門
掩
重
閥
粛

寺
中
、
芳
草
花
時
不
曾
山
。
(
門

が
幾
重
に
も
閉
ざ
す
守
の
う
ち
、

芳
草
花
時
か
つ
て
出
で
ず
o
)

〔張

生
が
鷲
鴛
を
垣
間
見
た
後
、
李
紳

鷲
の
殺
場
場
面
〕

『
董
西
廟
』

「
鷲
驚
本
惇
歌
」
を
引
く
と
こ
ろ
〕

で
は
詩
中
の
表
現
で
あ
っ
た
も
の
を
、
『
西
廟
記
』

つ
ま
り
鷲
鷲
の
唱
と
し
て

で
は
、
詩
中
で
描
寓
さ
れ
て
い
た
人
物
、

お
り
、
主
睦
の
嬰
更
が
な
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。

例
5 2
1

【
油
萌
産
】
[
旦
唱
]

:
:
一
逗
也
一
時
睡
不
安
、
坐
又
不
寧
、

我
欲
待
登
臨
不
快
、
閑
行
又
悶
。

毎
日
債
情
思
睡
昏
昏
。
(
[
鷺
鴛
唱

、
つ
]
こ
の
と
き
私
は
寝
て
も
叩
覚
め

て
も
こ
こ
ろ
休
ま
ら
ず
、
高
き
に

登
ろ
う
と
も
こ
こ
ろ
は
晴
れ
ず
、

散
歩
し
よ
う
に
も
う
つ
う
つ
と
す

る
。
毎
日
物
思
い
に
う
つ
ら
う
つ

ら
。
)
2

1

【
天
ド
楽
】
[
旦
唱
]
紅

娘
阿
。
我
則
索
搭
伏
定
鮫
給
枕
一
頭

見
上
岡
。
:
:
:
(
[
鴛
鴛
唱
う
]

紅
娘
ゃ
、
私
は
ひ
と
ま
ず
鮫
絹
の

枕
に
居
眠
り
す
る
と
し
よ
う
o
)

-
二
七
4
【
尾
】
待
斉
臨
V
A
不

快
閑
行
又
問
。
坐
地
又
昏
沈
眠
不

穏
。
子
情
着
箇
鮫
絹
枕
頭
児
院
。

(
高
き
に
絞
ろ
う
と
し
て
も
快
か

ら
ず
、
散
歩
し
よ
う
と
て
も
つ
ら

く
、
す
わ
れ
ば
ク
ラ
ク
ラ
、
眠
り

も
安
か
ら
ず
。
た
だ
鮫
紺
の
枕
に

居
眠
り
す
る
の
み
)
〔
普
救
寺
の

沿
旧
か
ら
笹
川
内
鳥
の
こ
と
を
聞
き
、
張

生
が
ま
す
ま
す
思
い
を
募
ら
せ
る

場
面
〕
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〔
張
生
を
見
か
け
て
か
ら
、
品
鴬
鴛

が
物
思
い
に
沈
む
場
面
〕

表
現
は
よ
く
似
通
う
が
、
『
董
西
府
」

し
て
、

『
西
廟
記
」

し
く
思
う
あ
ま
り
狂
態
を
演
じ
て
い
る
の
を
描
寓
し
て
い
る
の
に
封

で
は
、
張
生
が
鷲
鷲
を
態

で
は
、
鷲
鷲
が
患
に
目
覚
め
る
様
子
を
描
寓
し

『
董
西
廟
』
は
、
本
来
女
性
の
行
馬
に
使
、
つ
語
葉

て
い
る
。
こ
こ
の

や
表
現
を
、
男
性
で
あ
る
張
生
を
主
睦
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、

⑦
 

種
の
パ
ロ
デ
ィ
的
場
面
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
場
面
を
費
え
る
と

同
時
に
主
樫
の
愛
更
も
行
い
、
鴛
鷲
の
戸
惑
い
や
物
憂
さ
を
描
寓
す

る
。
こ
れ
は
、
演
劇
で
は
あ
ま
り
度
が
過
ぎ
る
の
は
好
ま
し
く
な
い

と
考
え
ら
れ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が
、
結
果
的
に
パ
ロ
デ
ィ
的
要

素
は
影
を
潜
め
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

例
6 4
3

【
快
活
一
二
】
[
旦
唱
]

将
来
的
酒
共
食
。
嘗
着
似
土
和
泥
。

仮
若
便
日
疋
4
1

和
泥
。
也
有
些
土
気

息
。
泥
滋
味
。
(
[
鴛
鴛
唱
う
]

せ
っ
か
く
運
ん
だ
酒
と
肴
さ
え
、

三
・
一
九

1

【
商
調
】
【
玉
抱

吐
】
酒
来
後
、
漏
蓋
家
浸
命
飲
、

面
磨
羅
地
甚
情
緒
。
喫
着
十
酒
、

浸
滋
味
、
似
泥
土
。
(
酒
が
来
れ
ば
、

杯
満
た
し
て
む
や
み
に
あ
お
り
、

「
董
西
府
」
か
ら
『
内
府
記
』
へ
の
継
承
(
土
屋
)

土
や
泥
を
噺
む
お
も
い
。
た
と
え

こ
れ
が
泥
土
で
あ
っ
て
も
、
土
の

か
お
り
泥
の
に
お
い
が
あ
る
も
の

だ
ろ
う
。
)
〔
鷺
笹
川
ら
が
科
奉
受
験

に
放
立
つ
張
生
を
見
送
る
場
面
〕

顔
を
こ
わ
ば
ら
せ
て
何
の
風
情
も

な
い
。
肴
を
食
べ
な
が
ら
、
う
ま

味
も
な
く
、
砂
を
噛
む
よ
う
o
)

〔
鴛
鷺
と
の
結
婚
を
老
夫
人
に
拒

否
さ
れ
た
張
生
を
描
寓
す
る
場
面
〕

て
い
る
。
「
董
西
廟
」

こ
の
例
で
も
、
場
面
の
愛
更
と
と
も
に
、
主
瞳
の
壁
更
が
行
わ
れ

で
は
、
張
生
は
、
反
乱
軍
の
撃
退
を
候
件
に

鴛
鷲
と
の
結
婚
の
拘
束
を
と
り
つ
け
た
は
ず
が
、
後
に
な
っ
て
、
老

夫
人
か
ら
鷲
鷲
に
は
従
兄
弟
の
鄭
恒
が
許
婚
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
拒
否
さ
れ
、
自
暴
自
棄
気
味
に
酒
を
飲
む
場
面
で
あ
る
。
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方
の

『
西
廟
記
』

で
は
、
主
躍
は
鷲
鷲
に
繁
わ
り
、
科
奉
受
験
の
た

め
長
安
へ
族
立
つ
張
生
を
見
送
る
鷲
鴛
の
心
情
を
描
寓
し
て
い
る
。

例
7 5

1

2

【
醇
春
風
】
[
生
唱
]

・
・
鴛
鴛
阿
、
体
若
日
疋
知
我
害
相

思
。
政
甘
心
兄
死
。
死
。
四
海
無

家
、
一
身
客
寄
。
半
年
特
至
。

(
[
張
生
唱
う
]
鴛
鴛
よ
、
も
し

も
あ
な
た
が
わ
が
慾
の
病
い
を

五
・
二

1

【
中
日
調
】
【
踏
渉

行
】
鷲
鴛
体
還
知
道
我
相
思
。
甘

心
魚
体
相
思
死
。
(
州
安
篤
よ
、
あ

な
た
が
私
の
緩
い
焦
が
れ
る
思
い

を
知
っ
て
く
れ
た
な
ら
、
私
は
あ

な
た
の
た
め
に
焦
が
れ
死
に
し
て



中
園
文
学
報

第
八
十
二
冊

も
本
望
だ
。
)
〔
鴛
鴛
と
の
逢
瀬
を

夢
に
見
て
、
阪
が
醒
め
た
あ
と
の

張
生
の
こ
と
ば
〕

一
・
二
六

1

【
住
民
調
】
【
豆
葉

黄
】
病
裏
逢
春
、
四
海
無
家
、
一

身
客
寄
o

(

病
中
春
に
め
ぐ
り
あ

い
、
四
海
に
家
無
く
、
孤
濁
の
身

放
路
に
あ
り
。
)
〔
初
め
て
鴬
鷲
を

垣
間
見
て
、
懸
い
焦
が
れ
る
張
生

の
こ
と
ば
〕

五
・
五
2

【
尾
】
浸
親
熟
病
染
沈

痢
。
可
憐
我
四
海
無
家
濁
自
箇
。

伯
得
工
夫
肯
略
来
看
蹴
我
度
。

(
友
も
な
く
重
い
病
に
か
か
り
、

あ
わ
れ
四
海
に
家
無
き
孤
濁
の

身
。
)
〔
鴛
鴬
と
の
逢
瀬
を
夢
に
見

た
後
、
病
に
伏
せ
っ
た
張
生
の
こ

と
ば
〕

こ
こ
に
奉
げ
た

『
西
廟
記
』
巻
五
第
二
折
で
は
、
科
奉
に
合
格
し

が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。

た
後
、
張
生
は
鷲
鷲
慈
し
さ
に
病
と
な
り
、
鷲
鷲
の
一
冗
へ
蹄
る
こ
と

知
っ
て
く
れ
た
ら
、
私
は
死
ん
で

も
悔
い
は
な
い
。
四
海
に
家
は
無

く
、
孤
濁
の
身
は
放
に
あ
り
、
こ

こ
に
で
早
く
も
半
年
過
ぎ
る
o
)

〔
科
翠
に
合
格
し
た
も
の
の
、
笹
崎

帆
震
を
慾
う
あ
ま
り
病
気
に
な
っ
た

張
生
の
唱
〕

一
方
、
『
董
西
廟
』

で
封
麿
す
る
の
は

在
七
で
あ
り
、
展
開
は
似
通
う
が
、
病
の
原
因
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

「
西
廟
記
』
が
直
接
基
づ
い
た
の
は
、

「
董
西
廟
』
巻
七
で
は
な
く
、

巻
五
の
張
生
が
逢
瀬
を
夢
に
見
た
後
、
鷲
鷲
に
強
い
焦
が
れ
て
病
に

臥
せ
る
場
面
で
あ
る
。
「
西
廟
記
』

で
は
、
張
生
の
科
奉
及
第
後
、

鷲
鷲
に
懸
い
焦
が
れ
て
病
を
護
す
る
と
い
う
わ
け
だ
が
、
病
気
に
な

る
と
い
う
貼
で
は
共
通
す
る
こ
と
か
ら
『
董
西
廟
」
巻
五
の
文
句
が

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
西
廟
記
』
は
お
そ

ら
く
賦
況
が
似
通
う
場
面
を
設
定
し
た
上
で
、
基
づ
く
場
面
か
ら
詩

句
を
求
め
、

さ
ら
に
五
・
五

2
に
あ
る
「
四
海
無
家
濁
白
箇
」
を
ヒ

ン
ト
に
、
類
句
で
あ
る

二
六
1
の
「
四
海
無
家
、
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一
身
客
寄
」

を
利
用
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
董
西

府
」
の
針
鹿
箇
所
(
巻
七
)
も
、
病
に
苦
し
む
張
生
の
心
中
が
楼
々

述
べ
ら
れ
、
例
え
ば
「
天
進
地
遠
。
高
水
千
山
。
故
人
何
庭
(
は
る

か
に
遠
く
、
あ
ま
た
の
山
川
隔
て
た
彼
方
に
、
な
つ
か
し
き
人
は
い
ず
こ
と

(
七
・
七
1

【
仙
日
調
】
【
別
銀
融
取
】
。
『
研
究
』
〔
二
一
六
六
頁
〕
で
、
宋
・
徽

宗
【
燕
山
亭
】
詞
が
出
典
で
あ
る
と
指
摘
)
な
ど
は
、
張
生
の
強
い
悲

壮
感
・
孤
濁
感
を
表
し
て
い
る
酷
で
「
四
海
無
家
、

一
身
客
寄
」
に

劣
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、

「
西
廟
記
』

の
作
者
は
同
様
の
状
況
を
表

現
す
る
に
あ
た
り
、
『
董
西
府
」

の
表
現
に
匹
敵
し
う
る
詩
句
を
比



較
的
う
ま
く
あ
て
は
め
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

例
8 2
5

【
綿
搭
紫
】

[
H一
唱
]
疎

簾
風
細
、
幽
室
燈
清
。
都
則
是
一

層
児
紅
紙
、
幾
杭
児
疎
摘
、
冗
的

不
是
隔
着
雲
山
幾
寓
重
。
(
[
鴛
鷲

唱
う
]
日
の
粗
い
御
簾
に
風
が
そ

よ
ぎ
、
薄
暗
い
部
屋
に
燈
火
は
清

ら
か
に
と
も
る
。
わ
ず
か
一
貫
の

紅
紙
と
、
あ
ら
き
れ
ん
じ
の
窓
枠

が
、
幾
蔦
重
に
も
重
な
る
雲
山
に

隔
て
ら
れ
た
る
ご
と
く
に
思
わ
れ

る
o
)

〔
鴬
鴛
が
窓
の
外
で
張
生
の

琴
を
聞
き
、
張
生
の
部
屋
の
様
子

を
描
窮
〕

四
・
一
二

1

【
中
円
調
】
【
漏
庭

霜
】
幽
室
燈
清
、
疎
簾
風
細
、
獣

燈
香
激
…
龍
、
誕
。
抱
琴
梯
拭
、
清
血
ハ

巳
瓢
然
。
(
薄
暗
い
部
屋
に
と
も

し
び
清
ら
か
な
光
を
投
げ
、
日
の

粗
い
す
だ
れ
よ
り
か
す
か
に
風
は

吹
き
込
み
、
獣
か
た
ど
る
香
櫨
に

焚
く
は
龍
誕
呑
。
琴
を
抱
い
て
拭

え
ば
、
は
や
清
興
瓢
然
と
し
て
わ

き
お
こ
る
o
)

〔
張
生
が
琴
を
弾
こ

う
と
す
る
場
面
で
、
自
分
の
部
屋

を
描
寓
〕

老
夫
人
に
鷲
鷲
と
の
結
婚
を
拒
否
さ
れ
た
後
、
紅
娘
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
従
い
、
張
生
が
琴
を
弾
く
場
面
。
夜
外
に
出
て
来
た
鷲
鷲
と
紅

西
廟
』

娘
は
、
張
生
の
部
屋
の
窓
の
外
で
張
生
の
琴
を
聞
い
て
い
る
。
『
董

封
し
、

「
西
廟
記
』

で
は
、
張
生
が
自
分
の
い
る
部
屋
の
様
子
を
描
寓
す
る
の
に

で
は
窓
の
外
に
い
る
鷲
鴛
が
外
か
ら
み
た
部
屋

「
董
西
府
」
か
ら
『
内
府
記
』
へ
の
継
承
(
土
屋
)

の
様
子
を
描
寓
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
主
躍
を
嬰
更
し
嗣
黙
の
移

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
幽
室
燈
清
」
や
「
疎
簾
風
細
」
は
、

多
少
丈
字
の
遣
い
は
あ
る
が
、
定
型
表
現
の
一
種
で
あ
る
。

例
9 3
2

【
普
天
繁
】
[
紅
唱
]

:
:
訴
開
封
皮
孜
孜
看
。
願
来
倒

去
不
害
心
煩
。
[
日
一
怒
叫
]
紅
娘
。

[
紅
倣
意
、
云
]
冴
、
決
撤
了
也
。

[
唱
]
俺
厭
的
花
敏
了
黛
眉
。

[
旦
云
]
小
賎
人
。
不
米
包
陸
。

[
唱
]
忽
的
波
間
車
引
制
弼
、
範

的
町
改
愛
了
朱
顔
。
(
[
紅
娘
唱

う
]
封
を
開
い
て
し
げ
し
げ
と
見

て
、
く
り
返
し
謹
ん
で
は
飽
き
も

せ
ず
。
[
口
一
が
怒
っ
て
撃
を
あ
げ

る
]
紅
娘
。
[
紅
娘
思
い
入
れ
、

い
う
]
あ
あ
、
基
無
し
だ
。
[
唱

う
]
ぎ
ゅ
っ
と
翠
め
た
黒
き
眉
。

[
品
暖
房
い
う
]
ろ
く
で
な
し
。
な

に
を
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
の
。

[
紅
娘
唱
う
]
し
ろ
き
う
な
じ
を

つ
っ
と
伏
せ
て
、
わ
か
き
顔
を

-
一
五

1

【
大
石
調
】
【
養
山

渓
】
:
:
:
顛
来
倒
去
、
全
不
詳
心

煩
、
(
く
り
返
し
尋
ね
て
、
煩
わ

し
い
と
も
思
わ
ず
、
)
〔
普
救
寺
の

僧
に
鷲
鷲
の
こ
と
を
尋
ね
た
と
き

の
張
生
の
様
子
〕

四
-
一
四
1

【
仙
日
制
】
【
賞
花

時
】
把
簡
児
拍
来
撞
目
説
。
是
一

幅
花
護
局
着
三
五
行
児
字
。
日
疋
一

首
断
腸
詩
。
低
頭
了
一
館
、
讃
了

又
尋
思
0

(

手
紙
を
取
り
上
げ
目

を
あ
げ
て
見
れ
ば
、
一
枚
の
模
様

入
り
の
筆
紙
に
記
す
敏
行
の
文
字
、

中
身
は
一
首
の
断
腸
の
詩
。
頭
を

垂
れ
る
こ
と
し
ば
し
、
謹
ん
で
は

考
え
る
o
)

四
・
一
五

1

【
仙
日
制
】
【
繍
帯

児
】
・
・
:
低
頭
了
一
鋼
、
把
鹿
児
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ぽ
っ
と
色
な
す
。
)
〔
鴛
鴛
が
張
生

か
ら
の
手
紙
に
気
が
つ
き
、
紅
娘

を
な
じ
る
場
面
〕

愛
了
眉
児
級
。
(
し
ば
し
頭
を
垂

れ
た
後
、
顔
は
一
一
変
、
眉
聞
に
は

し
わ
0
)

〔
紅
娘
が
持
っ
て
き
た
張

生
の
手
紙
に
気
が
つ
い
た
鴛
鴛
の

様
子
〕

紅
娘
が
張
生
か
ら
の
手
紙
を
託
さ
れ
、
化
粧
蓋
の
上
に
手
紙
を
置

い
て
お
く
。
す
る
と
、
鴛
鷲
が
手
紙
に
気
が
つ
き
、
封
を
聞
け
て
謹

み
始
め
る
が
、

や
が
て
怒
り
だ
し
、
紅
娘
を
な
じ
る
と
い
う
場
面
で

あ
る
。
「
西
廟
記
』

の
「
顛
来
倒
去
不
害
心
煩
」
は
、
「
董
西
廟
』
巷

一
の
張
生
が
普
救
寺
の
僧
か
ら
鷲
鷲
の
こ
と
を
く
り
返
し
尋
ね
る
場

面
の
句
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
直
前
に
「
訴
開
封
皮
孜
孜
看
(
封

を
聞
い
て
し
げ
し
げ
と
見
る
)
」
と
じ
っ
く
り
と
謹
ん
で
い
る
こ
と
を

示
し
た
上
で
、
本
来
「
何
度
も
尋
ね
る
」
と
い
う
音
山
味
で
あ
っ
た
こ

の
句
を
、
「
何
度
も
手
紙
を
謹
む
」
と
い
う
意
味
と
し
て
不
自
然
に

な
ら
な
い
工
夫
を
し
て
い
る
。
も
と
づ
く
『
董
西
廟
」
の
該
首
箇
所

に
も
、
「
謹
了
又
尋
思
(
譲
ん
で
ま
た
考
え
る
)
」
と
い
う
句
が
あ
り
、

」
れ
も
踏
ま
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

「
董
西
廟
』

で
は
、
語
り
手
が
鷲
鷲
の
紛
失
化
す
る
様
子
を
生
き
生

で
は
鷲
鷲
本
人
で
は
な
く
、

き
と
描
寓
す
る
。

一
方
、

『
西
府
記
」

紅
娘
の
覗
貼
か
ら
の
描
寓
と
す
る
こ
と
で
、
鷲
鷲
の
本
心
に
つ
い
て

観
客
(
ま
た
は
護
者
)
は
も
ど
か
し
い
思
い
を
し
な
が
ら
推
測
す
る

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
、
作
者
の
狙
い
、
こ
の
芝
居
の
お
も
し
ろ
さ

例
10 ③
表
現
に
手
を
加
え
、
場
所
・
主
瞳
を
饗
更

4

1

【
ゑ
尾
】
[
生
唱
]
春
玄

透
訴
胸
、
春
色
横
眉
黛
。
:
:
:
休

是
必
破
て
夫
明
夜
早
此
一
会
来
。
(
春

の
心
は
し
ろ
き
胸
に
ひ
ろ
が
り
、

春
の
気
配
は
眉
に
た
だ
よ
う
。

・
:
き
み
必
ず
お
時
間
を
作
っ
て
、

明
日
の
夜
も
早
く
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。
)
〔
初
め
て
の
逢
瀬
の
後
、

張
生
が
蹄
ろ
う
と
す
る
鴛
鷺
の
姿

を
描
寓
し
、
撃
を
か
け
る
場
面
〕

七
・
三

3
【
美
中
美
】
春
色
槌
花

梢
、
春
恨
侵
眉
黛
o

(

春
の
色
は

花
の
梢
に
認
せ
、
春
の
恨
み
は
眉

に
忍
び
入
る
。
)
〔
鷺
鴛
が
、
科
翠

受
験
に
放
立
っ
た
張
生
を
懸
し
く

想
う
場
面
〕

五
-
一
九
1

【
仙
呂
削
】
【
勝
萌

藍
】
是
必
体
町
略
嘱
付
、
体
那
可

人
的
姐
姐
o

救
今
夜
早
来
些
。

(
ぜ
ひ
と
も
よ
く
よ
く
言
い
合
め
、

お
宅
の
あ
の
素
敵
な
お
嬢
さ
ま
に
、

今
夜
少
し
で
も
早
く
お
越
し
い
た

だ
い
て
く
れ
。
)
〔
張
生
が
紅
娘
に

鴛
鴛
と
の
逢
引
を
手
助
け
す
る
よ

う
頼
む
場
両
〕

72 



六
・
一

1

【
仙
円
調
】
【
慾
香

会
】
:
・
・
我
而
今
且
去
、
明
夜
来

阿
o

(

ム
ー
は
と
も
あ
れ
行
き
ま
す

が
、
夜
に
は
ま
た
ま
い
り
ま
し
ょ

う
o
)

〔
二
度
日
の
逢
瀬
の
後
、
州
鴬

鴛
が
張
生
に
い
う
せ
り
ふ
〕

「
西
廟
記
』
巻
四
第
一
折
は
、
鷲
鷲
と
張
生
が
初
め
て
思
い
を
遂

げ
る
場
面
で
あ
る
。
【
萩
尾
】
は
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
を
張
生
が
唱
い
、

「
春
意
透
酔
胸
、
春
色
横
眉
目
黒
」

は

『
董
西
廟
』
巻
七
・
三

3

【
美
中
美
】
「
春
色
槌
花
柏
、
春
恨
侵
眉
目
黒
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
も
主
躍
に
注
目
す
る
と
、

『
董
西
廟
』

で
は
、
鷲

鷲
が
科
翠
受
験
の
た
め
放
立
っ
た
張
生
に
思
い
を
馳
せ
る
場
面
で
、

鷲
鷲
の
懲
し
い
人
に
容
易
に
逢
え
ぬ
恨
み
が
表
さ
れ
て
い
る
が
、

「
西
廟
記
』
で
は
、
逢
瀬
の
後
、
鷲
鷲
の
え
も
い
わ
れ
ぬ
美
し
さ
を

張
生
が
描
寓
す
る
、
と
い
う
内
容
に
表
現
が
蟹
更
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

つ
づ
く
「
明
夜
早
些
来
」
は
、

で
は
、
張
生
が

「
西
廟
記
』

鷲
鴛
に
次
の
逢
瀬
を
期
待
す
る
こ
と
を
惇
え
て
い
る
。
こ
れ
と
封
麿

す
る
の
は
、

『
董
西
廟
』
巻
六
・
一
の

「
我
而
今
且
去
、
明
夜
来

阿
」
で
あ
る
が
、

よ
り
近
い
表
現
と
し
て
は
、

「
董
西
廟
』
巻
五

「
董
西
府
」
か
ら
『
内
府
記
』
へ
の
継
承
(
土
屋
)

指
摘
し
て
い
る
。

一
九

l

「
数
今
夜
早
来
些
乙
で
あ
り
、
王
膿
徳
の
校
注
も
こ
ち
ら
を

で
は
、
張
生
が
鴛

い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
董
西
廟
」

鷲
と
の
初
め
て
の
逢
瀬
を
期
待
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
も
の
を
、
『
西

あ
ろ
、
っ
。

廟
記
」
で
は
、
張
生
が
次
の
逢
瀬
を
期
待
す
る
言
葉
に
愛
え
た
の
で

伊j
11 5
1

【
遁
逢
楽
】
[
旦
唱
]

:
:
:
看
時
節
濁
上
粧
棲
、
子
捲
珠

簾
上
玉
鈎
、
空
目
断
山
明
水
秀
。

(
い
ざ
景
色
を
眺
め
ん
と
濁
り
で

登
る
高
棲
の
、
手
ず
か
ら
員
珠
の

す
だ
れ
を
巻
き
上
げ
て
玉
の
鈎
に

と
ど
め
れ
ば
、
頑
固
介
の
限
り
た
だ

む
な
し
く
清
ら
か
に
渋
む
山
と

川
。
)
〔
張
生
が
放
立
っ
た
あ
と
、

濁
り
寂
し
く
待
つ
鴬
鴛
の
様
了
を

描
寓
〕

-
二
七
1

【
正
宮
】
【
虞
美
人

纏
】
:
:
:
寂
家
主
H

合
掩
重
門
。
子

捲
珠
簾
o

住
民
日
迭
行
雲
。
(
寂
し

い
書
斎
に
門
を
堅
く
閉
ざ
し
、
手

に
て
珠
の
簾
を
巻
き
上
げ
、
二
つ

の
H
に
て
行
く
雲
を
送
る
。
)
〔
鷺

鴛
に
慾
焦
が
れ
る
張
生
を
描
窮
す

る
場
面
〕

七
・
一
3
【
脱
布
杉
】
:
:
:
有
多

少
女
玖
児
。
捲
珠
簾
勝
矯
事
官
。
従

頭
着
看
来
。
都
墨
総
不
知
他
。

(
あ
ま
た
の
若
き
娘
ら
が
、
-
主
の

す
だ
れ
を
巻
き
上
げ
て
、
な
ま
め

か
し
く
も
華
や
か
な
姿
を
競
う
て

は
い
る
が
、
端
か
ら
順
に
よ
く
よ
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く
見
れ
ば
、
い
ず
れ
も
あ
の
人
に

は
及
ぶ
べ
く
も
な
い
o
)

〔
張
生
が

都
で
の
試
験
に
合
格
し
、
川
鴬
拭
持
活
を

懐
か
し
む
場
面
〕

『
董
西
同
』
巻
七
【
脱
布
杉
】
の
「
捲
珠
簾
」
は
、
後
ろ
の
「
線

不
知
」
と
と
も
に
、
社
牧
「
贈
別
二
首
」
之

「
春
風
十
旦
揚
州
路
、

捲
上
珠
簾
総
不
如
」
を
典
故
と
し
て
い
る
。
社
牧
の
詩
は
、
愛
す
る

妓
女
と
の
別
れ
を
一
試
み
、
「
揚
州
の
繁
華
街
で
次
々
に
す
だ
れ
を
あ

げ
て
見
て
み
て
も
、
君
に
ま
さ
る
女
性
は
い
な
い
」
と
彼
女
の
美
し

さ
や
す
ば
ら
し
さ
を
稽
え
る
が
、

「
董
西
廟
』
は
そ
の
社
牧
の
詩
を

巧
み
に
利
用
し
て
、
張
生
が
科
翠
に
合
格
し
た
も
の
の
、
鷲
鷲
が
身

近
に
い
な
い
味
気
な
さ
を
述
べ
る
曲
辞
に
饗
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
『
西
府
記
』

で
は
、
『
董
西
府
」
巻
一
の
表
現
を
借
り
つ
つ
、

さ
ら
に
「
捲
珠
簾
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
李
張
【
涜
一
様
沙
】

捲
異
珠
上
玉
鈎
、
依
前
春
恨
鎖
重
棲
(
手
ず
か
ら
真
珠
の
す
だ
れ
を
巻

き
上
げ
玉
の
鈎
に
と
ど
め
れ
ば
、
か
つ
て
の
日
々
と
同
じ
く
春
の
恨
み
は
重

な
る
た
か
ど
の
を
鎖
す
こ
と
い
う
、
杜
牧
の
詩
と
は
別
の
織
の
愁
い

を
詠
ん
だ
詞
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
詞
の
丈
句
は
、
ま
さ
に
こ
の
場

面
に
お
け
る
鷲
鷲
の
心
情
を
代
詰
問
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
『
西
府
記
」
に
お
け
る
表
現
お
よ
び
場
面
の
嬰
更

は
、
先
行
作
品
と
し
て
の

「
董
西
廟
』
を
踏
ま
え
る
だ
け
で
な
く
、

別
の
典
擦
を
持
ち
込
み
物
語
の
中
に
有
機
的
に
つ
な
い
で
い
く
、
と

い
う
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た

し、
。
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雑
劇
「
西
廟
記
』
に
お
い
て
、

「
董
西
廟
』
に
基
づ
く
こ
と
が
明

ら
か
な
箇
所
に
つ
い
て
、
便
宜
的
に
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
、
具

瞳
例
と
し
て
日
の
例
を
取
り
上
げ
て
論
じ
た
。
個
々
の
事
例
に
つ
い

て
改
め
て
く
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
が
、

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
車

「手

純
な
引
き
寓
し
で
は
な
い
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。

で
は
、
『
西
廟
記
』

の
作
者
は
、
『
董
西
廟
』
を
下
敷
き
に
し
て
雑

劇
の
西
府
記
物
語
を
作
ろ
う
と
考
え
た
と
き
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
な

方
向
で
進
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
以
下
の
三
貼

に
分
け
、
こ
れ
ま
で
の
見
て
き
た
事
例
を
振
り
返
り
な
が
ら
考
え
て



み
た
い
。

ま
ず
一
貼
日
は
、
形
式
面
の
相
遣
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
た
か

で
あ
る
。
『
董
西
府
」
は
諸
宮
調
と
い
う
語
り
も
の
の
一
種
で
、
語

り
手
が
物
語
を
語
っ
て
い
く
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、

『
西
廟
記
』
は
演
劇
で
あ
り
、
俳
優
が
登
場
人
物
に
扮
し
て
演
じ
る

形
で
行
わ
れ
る
。
演
劇
の
場
合
、
登
場
人
物
の
行
動
・
心
情
等
を
直

接
観
客
(
演
劇
脚
本
の
場
合
は
讃
み
手
)
に
知
ら
せ
る
と
き
に
は
、
登

場
人
物
の
誰
か
が
唱
か
せ
り
ふ
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
論
、

四
川
省
の
地
方
劇
で
あ
る
川
劇
や
日
本
の
能
な
ど
の
よ
う
に
、
件
唱

や
地
謡
と
い
っ
た
、
登
場
人
物
の
事
柄
を
本
人
に
代
わ
り
歌
唱
す
る

こ
と
で
表
現
す
る
し
く
み
を
持
っ
た
演
劇
も
存
在
す
る
。
賓
は
雑
劇

るで
こも
と
が登
う場
か人
が物
差以
瓦外
この
と人
が物
指宮
高苗 ド日

吉 ι
れ和

三よ
る⑥3
1 を

長書
し ド日
し
「て
西い

府
記
』

の
作
者
は
そ
う
い
っ
た
形
式
を
取
ら
ず
、
別
の
方
法
で
の
雑

劇
化
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
例
2
で
は
、
「
董
西
廟
』
が

語
り
手
に
よ
っ
て
張
生
の
行
動
を
述
べ
ら
れ
る
の
に
封
し
、
『
西
府

記
』
は
紅
娘
が
張
生
の
行
動
を
唱
で
描
寓
し
、
例
9
で
は
、

『
董
西

廟
』
が
語
り
手
に
よ
っ
て
鷲
鷲
の
様
子
を
描
寓
す
る
の
に
封
し
、

「
董
西
府
」
か
ら
『
内
府
記
』
へ
の
継
承
(
土
屋
)

『
西
閥
記
』

で
は
紅
娘
が
鷲
鷲
の
様
子
を
唱
で
描
寓
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
場
面
に
お
い
て
、
紅
娘
と
い
う
の
は
第
三
者
的
な
立
場
、

てコ

ま
り
慈
愛
物
語
の
主
人
公
以
外
の
人
物
で
あ
り
、
『
董
西
府
」

の証一山

り
手
に
近
い
位
置
に
あ
る
と
言
え
る
。
語
り
も
の
で
あ
る

「
董
西

廟
』
を
、
雑
劇
と
い
う
演
劇
ス
タ
イ
ル
に
書
き
換
え
る
と
い
う
課
題

に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
『
西
廟
記
』

「
董
西
廟
』

で
盟
問

の
作
者
は

り
手
が
描
寓
す
る
箇
所
を
、
劇
中
人
物
で
あ
る
紅
娘
が
唱
で
描
寓
す

る

つ
ま
り
紅
娘
の
覗
黙
を
用
い
る
こ
と
で
、
克
服
し
よ
う
と
し
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
賓
際
の
行
需
の
主
睦
が
唱
う
こ
と
も
一
つ
の
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方
法
で
あ
り
、
賓
際
そ
の
よ
う
な
箇
所
も
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
が
、

物
語
進
行
の
第
三
者
的
存
在
で
あ
る
紅
娘
が
主
人
公
た
ち
の
様
子
を

描
寓
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
客
や
謹
者
が
、
紅
娘
の
日
を
通
し
て
、

主
人
公
た
ち
の
心
情
を
想
像
し
な
が
ら
享
受
す
る
こ
と
を
考
え
た
の

で
は
な
か
ろ
、
っ
か
。

二
貼
目
に
、

「
董
西
廟
』

の
曲
辞
を
利
用
す
る
際
の
工
夫
に
つ
い

て
で
あ
る
。

先
に
奉
げ
た
例
で
は
、
曲
辞
を
そ
の
ま
ま
同
じ
場
面
に
首
て
は
め

る
の
で
は
な
く
、
場
面
や
主
盟
を
饗
更
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
場
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面
の
愛
更
で
は
、
登
場
人
物
が
「
思
い
悩
む
」
場
面
で
あ
れ
ば
、
異

な
る
場
面
の
同
様
に
思
い
悩
む
表
現
を
持
っ
て
き
て
、
表
現
を
多
少

改
め
て
取
り
入
れ
る
と
い
っ
た
例
が
見
ら
れ
た
(
例
5
・
6

・
7
・
H

な
ど
)
。
ま
た
、
同
様
の
場
面
で

の
表
現
を
使
う
場
合

『
董
西
府
」

で
も
、
主
瞳
を
饗
え
た
上
で
使
う
と
い
う
例
も
あ
っ
た
(
例
4
・
8

な
ど
)
。
こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
例
で
は
奉
げ
て
い
な
い
が
、
場

面
・
主
瞳
を
費
え
ず
に
、
曲
辞
に
手
を
入
れ
て
同
内
容
の
場
面
を
構

成
す
る
と
い
う
部
分
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
西
廟
記
』
巷
四
第
二
折
、

紅
娘
が
老
夫
人
に
鷲
鷲
と
張
生
の
こ
と
を
樺
明
す
る
場
面
は
、
『
董

西
廟
』
巻
六
の
該
首
箇
所
と
非
常
に
密
接
な
聞
係
を
持
っ
て
い
る
。

」
の
場
合
は
、
西
府
記
の
物
語
の
中
で
も
有
名
な
場
面
で
あ
り
(
の

ち
に
「
拷
紅
」
と
し
て
把
倒
立
し
て
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
)
、
見
ど
こ
ろ

の
一
つ
で
あ
る
た
め
に
、
多
少
の
語
句
の
饗
更
は
行
わ
れ
で
も
、

ト
l
リ
l
の
展
開
と
し
て
は
主
瞳
を
愛
更
す
る
必
要
性
は
あ
ま
り
な

い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
時
目
に
、
登
場
人
物
の
性
格
や
役
割
に
お
い
て
、
『
董
西
府
』

と

「
西
廟
記
』

で
は
、
遣
い
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、

鷲
鷲
の
性
格
の
饗
化
や
、
紅
娘
の
役
割
の
掻
大
に
つ
い
て
は
、
す
で

⑦
 

に
指
摘
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
違
い

が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
無
論
、
作
者
の
意
固
に

よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
曲
辞
の
比
較
に
よ
っ
て
得
た
事
柄

を
ヒ
ン
ト
に
仮
説
を
遮
べ
た
い
。

比
較西
す廟
れ記
ぱ物
三五
日口

蓋2
直通
巴で

ι2 
主元
つ五官

五去
娘唐
り代
f又{専
割奇
が一
大鷲
き鷲
く惇
掻』

大と

さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に

『
西
廟
記
』
に
お
い
て
も
、

紅
娘
が
歌
唱
す
る
折
は
、
主
人
公
で
あ
る
張
生
や
鷲
鴬
の
そ
れ
よ
り

は
る
か
に
多
く
な
っ
て
お
り
、
紅
娘
の
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ

③
 

と
が
う
か
が
え
る
。
筆
者
が
以
前
行
っ
た
弘
治
本
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
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巻
二
第
三
折
、
巻
三
全
館
、
巻
五
第
三
折
に
紅
娘
の
唱
が
集
中
し
て

お
り
、
こ
れ
は
、
作
者
が
紅
娘
の
役
割
を
重
覗
し
た
結
果
と
も
言
え
、

ス

ま
た
、
す
で
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、
這
化
の
男
女
に
よ
る
掛
け
合

⑨
 

い
の
笑
劇
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
『
董
西
廟
」
が

語
り
も
の
の
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
作
者
は

「
董
西
廟
』

の
地
の
丈
に

あ
た
る
部
分
を
、

『
西
府
記
」

で
は
紅
娘
の
唱
と
し
て
構
成
し
直
し



た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
語
り
も
の
を
雑
劇
に
作
り
直
す
と

き
、
語
り
物
の
語
り
手
の
役
目
を
引
き
継
ぐ
者
と
し
て
紅
娘
の
役

割
・
位
置
が
非
常
に
利
用
し
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま

た
、
「
西
廟
記
』
に
お
け
る
鷲
鷲
の
性
格
は
、
「
董
西
廟
』

の
そ
れ
よ

り
奔
放
で
な
く
な
っ
て
い
る
、

つ
ま
り
は
お
と
な
し
く
な
っ
て
い
る

と
言
え
る
が
、
こ
れ
は
紅
娘
の
役
割
を
横
大
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
、

紅
娘
と
鷲
鷲
と
の
性
格
の
遣
い
を
際
立
た
せ
る
必
要
性
が
生
じ
た
か

ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
董
西
廟
』

の
鷲
鷲
の
よ
う
に
奔
放
な
性
格

の
性
質
を
持
っ
た
ま
ま
で
は
、
紅
娘
と
の
性
格
の
違
い
が
暖
味
に
な

り
、
そ
の
結
果
展
開
も
平
板
な
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
鷲

鷲
の
良
家
の
令
嬢
と
し
て
の
、
あ
る
べ
き
振
る
舞
い
や
性
格
が
重
要

覗
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
董
西
廟
』
と

「
西
廟
記
』
を
比
較
し
、
「
西
廟

記
」
に
お
け
る

『
董
西
府
」

の
影
響
を
考
え
て
き
た
。

一
般
に
、

「
西
廟
記
』
は

「
董
西
廟
』
に
及
ば
な
い
と
い
う
許
慣
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
『
西
廟
記
」
は

『
董
西
廟
」
を
利
用
す
る
に
際
し
、
車
純

に
引
き
寓
す
の
で
は
な
く
主
盟
や
場
面
を
嬰
え
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら

し
、
観
客
・
請
者
の
意
表
を
突
こ
う
と
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
。

「
董
西
府
」
か
ら
『
内
府
記
』
へ
の
継
承
(
土
屋
)

こ
れ
は
、
『
西
府
記
』
が
如
何
に
『
董
西
府
』
を
利
用
し
て
雑
劇
作

品
と
し
て
再
構
成
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
十
分
に
考
慮
し
て
作
ら
れ

た
作
品
で
あ
り
、
受
容
者
が
『
董
西
府
」
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
前

提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
稿
で
は

『
董
西
府
』
と
の
影
響
闘
係
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た

が
、
「
西
廟
記
』
本
丈
に
封
す
る
検
討
は
、
ま
だ
不
十
分
な
朕
態
に

留
ま
っ
て
い
る
。
『
西
廟
記
』
に
盛
り
込
ま
れ
た
意
園
を
さ
ら
に
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、

『
西
廟
記
』

の
本
文
を
検
討
し
な
お
し
、

「
董
西
廟
』
以
外
の
典
撮
に
つ
い
て
も
、
詳
し
く
調
査
す
る
必
要
が
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あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註①
王
勝
徳
『
新
校
注
士
円
本
西
廟
記
』
(
蔦
暦
四
十
二
年
序
)
、
焦
循
『
易

徐
命
同
銀
』
(
『
劇
説
」
に
も
ほ
ぼ
同
文
あ
り
)
、
『
出
中
謙
二
著
作
集
』
第

一
巻
(
汲
古
書
院
二
0
0
0
)
、
「
『
董
解
元
西
廟
記
諸
宮
調
』
研
究
』

(
汲
古
書
院
一
九
九
八
)
の
解
説
等
。

②
注
①
前
掲
童
日
『
『
董
解
元
凶
府
一
記
諸
宮
調
』
研
究
」
「
解
説
五
表

現
の
特
色
」
二
六
頁
、
お
よ
び
金
文
京
「
『
董
解
元
西
府
記
諸
宵
調
』

の
構
成
と
言
語
表
現
に
つ
い
て
」
(
「
東
方
皐
報
京
都
』
第
八
五
冊

二
O

一O)。

③
丁
一
拍
保
輯
『
歴
代
詩
話
績
編
」
(
中
華
書
局

一
九
八
三
)
に
収
録
。
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④
弘
治
本
な
ど
稗
義
を
附
す
版
本
に
指
摘
が
あ
る
。
「
出
「
姻
花
録
』
0

昔
有
一
商
質
極
奉
(
粋
か
)
美
、
駕
舟
載
貨
湾
西
河
下
。
忽
見
岸
高
楼

中
有
一
美
女
。
雨
情
相
契
、
目
覗
月
絵
、
弗
果
所
願
。
銃
而
商
人
貨
室

鴎
去
。
其
女
以
思
商
之
故
、
得
疾
而
亡
。
其
父
焚
之
、
濁
心
中
一
物
如

銭
、
磨
町
見
舟
楼
相
封
隠
隠
如
有
人
形
。
其
父
牧
裁
以
潟
可
貨
。
得
商

復
来
訪
女
。
得
其
由
、
献
金
求
親
、
銃
而
不
覚
涙
下
、
而
其
心
巳
成
灰

失
。
(
『
畑
花
録
』
を
典
擦
と
す
る
。
む
か
し
美
し
い
尚
人
が
お
り
、
舟

に
商
品
を
積
ん
で
西
河
の
ほ
と
り
に
停
泊
し
た
。
ふ
と
岸
透
の
た
か
ど

の
に
い
る
一
人
の
美
女
に
日
を
止
め
た
。
雨
人
は
引
か
れ
合
ぃ
、
一
カ

月
あ
ま
り
お
瓦
い
を
見
つ
め
績
け
た
が
、
思
い
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

尚
人
は
商
品
を
責
り
蓋
く
し
た
の
で
煽
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
美
女
は
商

人
を
怒
し
く
思
う
飴
り
、
病
気
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
。
父
親
が
火
葬

す
る
と
、
心
臓
の
あ
た
り
に
銭
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
磨
い
て
み

る
と
、
舟
と
た
か
ど
の
が
向
か
い
合
い
、
か
す
か
に
人
の
形
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
。
父
親
は
大
切
に
し
ま
っ
て
お
い
た
。
商
人
が
再
び
女

を
訪
ね
て
き
た
。
そ
の
頴
末
を
知
っ
て
、
金
を
献
じ
て
見
せ
て
も
ら
う

と
、
思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
、
そ
の
心
臓
は
灰
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
)
」

な
お
こ
れ
は
、
明
・
彰
大
翼
『
山
堂
謄
考
』
巻
九
八
「
情
契
」
に
も
見

え
る
(
若
干
の
文
字
の
異
同
が
見
え
る
)

0

⑤
小
松
謙
『
「
現
賓
」
の
浮
上
』
「
第
六
章
白
話
文
皐
の
確
立
」
(
汲

古

書

院

二

O
O七
)
一
四
九
頁
に
、
『
董
西
府
』
に
つ
い
て
「
大
の

男
に
封
し
て
、
閏
怨
詞
に
お
い
て
楚
々
た
る
美
女
を
形
容
す
る
言
葉
を

用
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
パ
ロ
デ
ィ
的
な
放
果
を
持
つ
の
で
は
な
か
ろ

う
か
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
例
6
な
ど
も
こ
れ
に
常
て
は
ま
る
と
言

え
よ
、
つ
。

⑥
小
松
謙
『
中
園
古
典
演
劇
研
究
』
「
E

演
劇
と
他
の
裳
能
の
関
わ

り
」
「
第
四
章
詩
讃
系
演
劇
考
」
(
汲
士
門
書
院
二

O
O
一
、
初
出

『
富
山
大
且
学
教
養
部
紀
要
』
第
二
十
二
巻
一
競
〔
人
文
・
壮
舎
科
挙

篇
〕
一
九
八
九
)
で
は
、
長
短
句
で
構
成
さ
れ
る
雑
劇
の
中
に
、
句
の

長
さ
が
七
言
や
十
言
か
ら
な
る
斉
言
健
(
説
唱
詞
話
な
ど
と
同
系
統
)

の
部
分
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑦
田
中
謙
二
「
雑
劇
「
西
府
記
」
に
お
け
る
人
物
性
格
の
強
調
」
(
『
同

中
謙
二
著
作
集
』
第
一
巻
汲
古
書
院
二

0
0
0
)
。

⑧
拙
論
「
弘
治
本
西
府
記
に
つ
い
て
」
(
『
中
国
文
筆
報
』
第
六
十
人
情

二
O
O
四
)

0

⑨
「
研
究
』
「
解
説
二
内
符
お
よ
び
そ
の
文
相
学
的
特
性
」

五
頁
、
及
び
注
⑤
小
松
前
掲
書
。

一
四
!
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表

『
西
廟
記
」
『
董
西
廟
』
曲
僻
酎
照
表

凡
例
一
*
:
で
勝
徳
一
新
佼
注
古
本
西
府
記
』
の
日
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の

0
・
|
験
徳
が
指
摘
す
る
も
の
以
外
(
『
研
究
」
焦
循
「
劇
説
』
が
指
摘
す
る
も
の
、

お
よ
び
筆
者
に
よ
る
も
の
)
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【
卜
馬
矯
】

【
元
和
令
】

【
村
里
涯
鼓
】

【
泊
萌
産
】

【天下山仰木】

【
那
陀
令
】

【
鵠
踏
枝
】

【
寄
生
草
】

【
黙
絡
唇
】

【
混
紅
龍
】

へ
の
継
承
(
土
屋
)

我
将
一
這
銃
釦
児
怒
、
緩
帯
見
解
。
蘭
欝
散
幽
粛
。
不
良

曾
把
人
禁
害
。
伯
、
忽
不
肯
回
過
険
児
来
。

申
六
・
四
1
【
中
口
口
調
】
【
牧
羊
閥
】
好
救
我
禁
不
遇
、
一
逗
不
良
的
下
賎

人
。
④

*
一
・
一
一
一
1
【
仙
呂
調
】
【
整
花
冠
】
穿
針
児
曲
轡
轡
的
宇
訴
来
大
弓

鮭
。
③

[
生
唱
]
繍
鮭
児
剛
宇
訴
。
柳
腰
児
勾
一
揚
、

[
生
唱
]
着
小
姐
這
般
用
心
、
不
才
張
珠
、
合
蛍
脆
拝
。

小
生
無
宋
玉
般
容
、
活
安
般
貌
、
子
建
般
才
。

[
生
唱
]
端
的
是
太
平
車
約
有
十
除
載
。

*
七
・
一
二
1
【
這
宮
】
【
恒
例
川
欄
人
纏
令
】
:
:
:
欲
問
俺
心
頭
問
答
致
。
太

平
車
児
難
載
。
④

[
生
唱
]
我
則
索
情
定
門
児
手
托
臆
。

[
生
唱
]
月
移
花
影
、
疑
是
玉
人
来
。
意
懸
懸
業
眼
。
一

O
四
・
四
1
【
中
呂
調
】
【
粉
蝶
児
】
俳
佃
月
移
花
影
。
①

念
穣
穣
情
懐
。
身
心
一
片
、
加
盟
…
慮
安
排
。
則
索
円
木
答
該
一
*
六
・
二
七
2
【
石
橋
花
】
争
奈
按
不
下
九
曲
回
腸
、
合
不
定
一
隻
業
眼
。

僑
定
門
児
待
。
越
越
的
青
驚
信
杏
、
黄
犬
音
託
。
*
七
・
三
l

【
逗
宮
】
【
態
欄
人
纏
令
】
:
:
:
は
労
組
労
接
接
。
身
心
一
片
。

浅
い
庭
安
排
。

*
T
1
・
二

0
1
【
仙
呂
調
】
【
賞
花
時
】
侍
定
門
児
手
托
眼
。
問
答
核
地

愁
満
懐
。
不
克
入
圭
自
粛
。

*
五
・
二
八
3
【
甘
草
子
】
聴
説
破
。
悪
説
破
。
張
生
低
告
這
、
姐
姐
言

語
錯
。
休
任
い
厩
埋
怨
、
休
伝
噺
一
笑
落
。
張
桝
殊
無
潜
沈
才
、
報
把
梅
犀
黙

汚
。
負
心
的
神
天
放
不
過
。
休
中
限
奴
寄
。
③

*
五
・
二

0
1
【
仙
呂
調
】
【
賞
花
時
】
侍
定
門
児
王
子
托
聴
。
①
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F五ノ『、

【】紫花兇rr; 

，... せ ，... 
F寄生『

3 
F後庭『 FhJr 『d L 越 り

ご尾』子4t 

h蕉葉4 
鶴刻】J閲耐

dぅ;.，

h主-主・ イtニ..... 

や脚話畑JJl| [ ] 紅叫 書肥痴 官祖休i官~ 白 紅唱 破工 [ 生 外包主 生
蝶続肴怒 [ 附] 牛

帯出世
唱

自誰兼| 
。俺姐
主人

成就
採。 但着蕪止じ

思得宿 体詰署児 ヌ此且 05 拘
主夜言昨来4 宵高安今

4推?就ド 記麻
数多

神 低時春UJ 春色
、上

情性掲
又驚 来

秘風別的紐翠 横眉黛
愁魂 零檀x裂f毒f 

才向車7 流。 川比目。品水凝鉾 聖。 書九

イ示必口かじ 害九 担香m~， 焼蕊。z
{着.iy;別量百 脊 。

20④*  
司似需時f、六-事l 
* と 姐姐的 * * 

自筒チ 主二四六 ん五七
ど・

三一四

「夜」がゆl 数今俊主。1L三3 
八五 1 四 J¥ 
頁 1 【 ，同‘ 1 1【美

怯了箇 【4 
F・司 中 奮隻 ... 司

仙日 倣日調】 頁鍾 に p仙呂-司 美』中4 、尾..... 

呂己
。調..... 

下【
h調圃.. 作る 」こ 】【調 春色

倫イな。 是辺義付氏l【滋t1 4飴閃了 色E 鴛驚調【

衣的イzh卓4 】牧

主主
ロ帯 国羊 ①) 王注: 勝直萌 結槌ft 

服件t E 三逢己

俗本作 「必i't::恨春E 需
結。

来大

子支 巡
、地 h圃 .. 

燃22l、
眼精

不夫院防人 0 掻白0 不覧夜弱体

時町i交、 ③敷

宇高L車専 情性掲 竿紅
fd活快故休探 ( 

張 o ?~ 
諸本 i那か 日

④生 ①嬬
① 

。上

研『病 の可 {人長 様簾 核那i軍 ほ人 。
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せ ，... せ
F来官絡良高『
FhJr 『d 2 

【麻郎】児

せ ，... 

【】禿厩先

F鬼『
，... 

り

桃h紅d 

り り 聖

h令調笑4 
dぅ;.， ふ ふミ

薬王
h蓋4 ..... ..... 

紅唱 紅日目
遁夫[紅唱

縁間白 ] 紅日目 紅日目

イ留大』llドc。l得使好休k休人川:。 他毎識?イ奈ド。

i 

。他

繍体帖量綱鯵
箇雨

豪賃華

す且 ヌE己ヨ

間寝E 抗女班料
庭宿

何須体F頁
常言。I投相雨

① Oい到* 堂*
常這 * l難ll/:敵* 級書凶事六 J 頭六 上六
ム

頭六ノ、
歳-

五 得白 五

小留大4K1問1】72 4 7 休J人川tl経今? 械、

五
1 A 1 1 

時目占日

【家【 ，... 
仙差仙 仙
呂 o 呂 口 呂

』調4 っ斗-.. 調d 
。

h調4 

ゥ j主ウ o ，... 
撃J向ん弘心を
，... 

繍申章 己【
君瑞 ハ

ム

ノ¥ はハ ノ、

メhJ2μ4~、」」予、，メh三Nd 4 入

護f多えf t 金i人与
ノhぷ/1乙d3 、、、

苦綱主寄主忌畏ー高キ投雨目を
奉: 、

夏書蒙長見 記地長E 
'7' 

昔;話j人電t 渡

ぢ感比4し
便る夫
是 J一、 人
奥、休

主H自H 崖 あ 出
聴妾話十日 ま円 す且 。'i弄醜HH E 人才 見

園 又 得十
同 一り 伯芳 風 町由、 子
;ftE j五

分能
弄 致人

。、

休吃敏
溌水 紀年

醜 し知 不 勾
。 なう亘 空頁 再又

へ
の
継
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.... 
【腔】満% 
FhJF 『d i 
.... 
FhιP 『d I 

.... .... せ .... .... 
F端『 せ

‘F牧尾4 『
.... .... 

iム ヤ 小

h脱布杉4 

明

繍hJ毛衰4 主

東

桃h紅4 

..... 
楼..... h梁州4、l

ふミ
メh切14 3 〉、

正 ふ
原楽..... 

h好d 

日

院契在醇少佐駐

日 日

紅説口唱 日目 ] ぷd山込、

従今後杉話司
碧'三lコ'

事散 体休末大天、

空空
花黄地

。

折j酉、
何須約定。

t倣重i E 黒
涙 西 南
。風緊

喜
通媒構

重
北腐南

墨墨
程

j戻 飛
。

。

歪竺 人* 牢 /ヘ*
目艮
ム ム

王三ノ、 ノ、 ノ、
中・

作本一-
血

八四 。四

百?頁 1 2 1 .... ... 司

尾* 大
h尾-・

通 .... 

石 語E
高h圃周d 莫ill 
査要 ~調..... .... 

見草 持詐金
主

翼h蝉4 
隼j酉

話
。 -童..... 

不満t見f 
南 折 不

工茄Eエ
東北西 言白告を盈

t涙E 
)11 十

紅葉
里 不
程

不幸芭
。 在

室
j雨

。 官県

研
是離 構
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.... .... せ .... せ .... 
Fi1快古『子王

該児』要4 

り

h遺静四4 

り 朝
当主 ふ ふ 天.... + 子.... 

詩 .... 
× 
2 

日
中燕[生

横三山戸 盤狼籍 [ 生唱

筒時I 習席才f前則lM茶色胤l史i 行] 哨

是土 [ 旦
流西

嘱生
血飛唱 手泥口 ] 唱

村荒 成心内 程先未怒 ] と
イ知他今肖T部昔l半児投束、IするテとT 

壁那 蝿、 、媛熔溶玉
也、 勝ぅk

有些 酒的

宜雨露
灰 Z 一遮頭微利 ↑白 盃

。時知問1 テキス
土
共食

ー在長町気撃 訴作鴛議の 不待要喫。 冷冷似水u 
来，白L、日民 単出員i早 。ト 。 ト
7滋H尼未 嘗着似

風野)占

も

有zoi り
先差iH一LA、] f ) 。雨恨塞 。土

下
手T尼H 

霜
単望是号

要起
。

酔似。'1勢安点EI 箇一I 腸胃
仮若i更遅 。落問

。
日杯 這思

書引高場望 軍心 兵
電躍娘控紅 主ハ 主ハ I1土④1主主

重酒裏冷消皇的 大牟 粉鴛 O 六
18。情緒甚賞問 三* 

/'¥ Isl /'¥ 

鉦言線、 七一・五・
首宇 涙

言生量日日可 。会 法了 一 一盈ー
這喫着 夫人-九五

言発八2 時 七l 
七胞六

且 4

末飲也静、告更 【1【4 

2 0 1 

打効宝J午位、酒ト 言説語、 【内1 体。 須在意 【錯

主E員査 平夫言目清i 1 調
F己『 里一一 ，仙『

会石大 L 持.... 

研L=究=「=1片寸0、当.... 主

型義来 車雄停z叶長a 【
、ZHE住』調4 

i 
五 人】 z i抗q交句ー【通

①。 全前市豊主主 F鳶『 密頁売 車 【苦
o ì~山美 涙長 、雪渓h慾d 。似酒邑

一眠

主B舎写帯己 筑 。岳 泥土来後富i支頁 起早
語頭監
出|

語 富目今吃度一岡

起O 西日し~
日一間 通比及 高周黛。 ic瑞痕時I 

心白 1蓋雨 局L

註函 体l議l 彼此、 上馬、 体行幾肉 守腹 命飲家波、 小、
』究 、再留

。百

5官日息記平誌鴛
雪鴛鴛 面 7音E作、日 不勝把征還 日

三三宙向態I.!、

2結，息 腸 愁蹄、鞍 三駅坐 無
鴛同 磨羅地 佳夫人、着路 助劇i f奇③ ③頁車 計

。

へ
の
継
承
(
土
屋
)
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【四銭…】

【二一一然】

【二銭…】

【一致…】

【
牧
尾
】

せ
り
ふ

【
新
水
令
】

4-4(16) 

【
歩
歩
矯
】

【
落
梅
風
】

【
喬
木
査
】

第
八
十
二
冊

[
日
一
唱
]
留
慾
体
別
無
音
叫
o

見
様
鞍
上
馬
、
閣
不
住
泊

版
愁
眉
。

[
旦
唱
]
体
休
憂
文
燕
一
月
一
耐
不
斉
。
我
則
伯
体
停
妻
再
妻

妻
。
体
休
要
一
春
魚
腐
無
消
息
。
.

[
旦
唱
]
四
園
山
色
中
、
一
鞭
残
照
裏
。
遁
人
間
煩
悩

填
胸
臆
。
量
這
些
大
小
車
児
如
何
載
得
起
。

[
生
唱
]
望
蒲
束
粛
寺
暮
雲
遮
。
惨
離
情
宇
林
黄
葉
。

馬
遅
人
意
悔
、
風
急
雄
行
斜
。
離
恨
重
鼻
。
破
題
児
第

一夜。

*
六
・
一
七
l

【
大
石
調
】
【
葉
山
渓
】
離
第
一

U
散
、
再
留
慾
雁
無
計
。

煩
悩
的
是
鴛
佳
局
、
受
苦
的
是
清
河
君
瑞
。
③

*
六
・
会
五
2
【
闘
鶴
鶏
】
嘱
付
情
郎
。
若
到
帝
皇
、
帝
里
酒
醸
花
様
、

寓
般
景
掘
、
休
取
次
共
別
人
、
便
撃
淳
一
理
。
少
飲
酒
、
省
遊
戯
、
記
取
奴

言
語
、
必
登
高
弟
。
③

。
六
・
一
九
4
【
尾
】
騒
鞭
竿
長
、
吟
肩
錐
夜
間
茸
。
休
問
離
愁
軽
重
。
向
箇

馬
児
上
院
也
舵
不
動
。
(
焦
循
『
劇
説
』
)

*
六
・
二
六
1
【
黄
鍾
宮
】
【
侍
香
金
童
纏
令
】
大
小
身
心
、
時
下
打
轟

不
遇
。
④

*
一
・
三

0
1
【
中
呂
調
】
【
牧
羊
閥
】
休
尋
思
大
小
大
欝
問
。
④

*
六
・
二
一
2
【
蜜
牌
児
】
:
・
:
料
得
我
兄
今
夜
裏
、
那
一
和
煩
悩
時
眼
。

不
恨
伯
夫
妻
今
日
別
。
動
是
経
年
、
少
是
中
十
載
、
恰
第
二
夜
。
③
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【
甜
水
令
】

【
折
桂
令
】

【
水
仙
子
】

せ
り
ふ

【
腐
児
落
】

【
喬
牌
児
】

【
慶
宣
和
】

【
清
江
引
】

【
錦
上
花
】

【
撹
筆
琶
】

へ
の
継
承
(
土
屋
)

[
生
唱
]
疎
刺
刺
林
柏
落
葉
風
、
昏
惨
惨
雲
際
穿
箇
月
。

[
生
説
旦
]
想
着
休
廃
寝
忘
餐
、
香
消
玉
減
、
花
開
花

謝
。
猫
向
貸
手
些
。

*
六
・
二
一
4
【
尾
】
一
ん
的
不
煩
悩
然
人
也
。
燈
児
一
知
甫
能
吹
滅
。
雨

児
欺
。
閃
出
昏
惨
惨
的
心
十
箇
月
。
③

。
六
・
二
六
1
【
黄
鍾
宮
】
【
侍
香
金
童
纏
令
】
呑
消
玉
痩
、
天
天
都
第

他
、
眼
底
閑
愁
浅
慮
着
。
「
研
究
』
一
二
四
八
一
員
④

[
生
怜
旦
]
休
日
疋
震
人
須
佐
川
徹
。
将
衣
扶
不
籍
。
繍
鮭
一
*
四
・
二
四
3
【
堵
頭
花
】
首
初
指
望
、
風
也
不
敬
洩
。
事
到
而
今
己
不

児

被

露

水

泥

泊

惹

。

脚

心

児

管

踏

破

也

。

籍

。

④
*
七
・
八
5
【
脱
布
杉
】
幾
番
待
搬
了
不
籍
。
可
談
。
④

[
生
唱
]
是
人
阿
疾
忙
快
分
説
、
是
鬼
阿
合
速
滅
0

・
悪
説
罷
持
香
羅
袖
児
捜
。
却
元
来
H

疋
姐
担
。

申
六
・
二
一
一
一
1
【
隻
調
】
【
慶
宣
和
】
是
人
後
疾
忙
快
分
説
。
是
鬼
後
感

速
滅
。
入
門
来
取
剣
取
不
迭
。
雨
箇
来
的
近
也
。
近
也
。
:
凶
噴
作
喜

唱
一
撃
階
。
却
日
記
姐
姐
。
那
姐
姐
。

[
日
一
唱
]
呆
答
該
府
房
児
里
浸
話
説
、
悶
封
如
年
夜
。

暮
雨
催
寒
叩
賞
、
暁
風
吹
残
月
。
今
宵
酒
曜
何
庭
也
。

*
四
・
二
四
1
【
般
渉
調
】
【
蘇
幕
遮
】
那
張
生
心
不
悦
。
過
得
堵
来
、

悶
悶
蹄
室
田
舎
。
壁
上
銀
鉦
竿
明
滅
。
林
L

仁
川
熊
眠
、
愁
釘
如
年
夜
。
③

[
旦
唱
]
有
限
鯛
緑
、
方
海
寧
貼
。
無
奈
功
名
、
使
人

離
紋
。

[
日
一
唱
]
想
着
他
臨
上
馬
痛
傷
嵯
。
突
得
我
也
似
療
呆
。

不
日
疋
我
心
邪
。
白
別
離
己
後
、
到
円
初
斜
。
愁
得
来
院

峻
、
痩
得
来
晴
眼
。

*
六
・
二
一
1
【
越
調
】
【
腐
前
柳
纏
令
】
・
傍
定
箇
枕
頭
児
越
越
的

問
犬
、
同
犬
得
情
似
療
呆
。
①

*
六
・
一
一
一
2
【
蛍
牌
児
】
:
:
:
科
得
我
兄
今
夜
裏
、
那
一
和
煩
悩
晴
眼
。

③
 

*
六
2
【
蟹
牌
児
】
活
得
正
美
満
、
被
功
名
使
人
離
紋
。
①
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③ 
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。 自故 念

慢雨 長一背面 (。 矯橋
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盈
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四 鴛空会
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覇豊 王富
車買

四 一 知遁
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車喜調箇は 査身弓 我相里

成下

斑比。蒼竹
イ更

研究 心甘
是
j命 伯~
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